
戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
四
三
）

﹇
は
じ
め
に
﹈

一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
、
米
国
で
は
、
世
界
大
戦
に
再
度
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
声
が
高
ま
り
、
連
邦
議
会
は
米
国
の

中
立
性
を
強
制
す
る
一
連
の
措
置
を
取
っ
た
。
す
な
わ
ち

一
九
三
五
年
中
立
法
（N

eutrality A
ct of 1935

）
で
、
議
会
は

ま
ず
交
戦
国
に
対
す
る
米
国
か
ら
の
「
武
器
、
弾
薬
及
び
軍
需

品
」
の
輸
出
を
許
可
制
と
し
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（F

ranklin 
D
elano R

oosevelt

）
大
統
領
は
当
初
、
法
案
に
反
対
し
た
が
、

強
力
な
議
会
と
世
論
に
直
面
し
て
折
れ
た
。
一
九
三
六
年
中
立
法

で
は
、
議
会
は
交
戦
国
へ
の
米
国
人
に
よ
る
い
か
な
る
融
資
も
禁

止
し
た
。
一
九
三
六
年
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
勃
発
す
る
と
、

一
九
三
七
年
中
立
法
で
は
規
制
を
さ
ら
に
強
化
し
、
米
国
民
が
交

戦
国
の
船
に
搭
乗
す
る
こ
と
、
米
国
商
船
は
、
米
国
外
で
生
産
さ

れ
た
武
器
で
あ
っ
て
も
、
交
戦
国
に
武
器
を
輸
送
す
る
こ
と
を
禁

止
し
た
。
た
だ
、
現
金
で
購
入
し
た
軍
需
物
資
を
非
米
国
船
に

よ
っ
て
輸
送
す
る
こ
と
（cash-and-carry

）
は
禁
じ
て
い
な
い

と
い
う
例
外
が
存
在
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所

│
ス
ト
ー
ン
第
一
二
代
長
官
及
び
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
第
一
三
代
長
官
の
時
代

│

甲　
　

斐　
　

素　
　

直

研
究
ノ
ー
ト

一
四
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
四
四
）

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
ド
イ
ツ
軍
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
領
内
に
侵
攻
し
た
こ
と
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ

ン
ス
が
九
月
三
日
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
こ
と
で
開
始
さ
れ

た
。一

九
三
九
年
一
一
月
に
制
定
さ
れ
た
最
後
の
中
立
法
は
、
現
金

購
入
＝
非
米
国
船
輸
送
の
場
合
に
は
、
軍
需
物
資
に
加
え
、
武
器

を
輸
出
す
る
こ
と
ま
で
は
認
め
た
が
、
融
資
及
び
米
国
船
に
よ
る

輸
送
は
、
依
然
と
し
て
禁
止
し
た
。

し
か
し
、
一
九
四
一
年
一
二
月
七
日
（
ハ
ワ
イ
時
間
。
日
本
時

間
で
は
八
日
）、
日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
奇
襲
し
た
こ
と

に
よ
り
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。
一
二
月
八
日
に
米
国
は
日

本
に
宣
戦
を
布
告
す
る
。
日
本
が
参
戦
し
た
こ
と
で
一
二
月
一
一

日
、
日
独
伊
防
共
協
定
を
根
拠
に
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
が
米
国

に
宣
戦
布
告
し
た
。
こ
う
し
て
、
米
国
は
、
欧
州
と
太
平
洋
の
両

戦
争
に
参
戦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
に
日
本
の
降
伏
で
第
二
次
大
戦
が
終

わ
る
と
、
今
度
は
、
共
産
圏
諸
国
と
の
間
で
の
冷
戦
が
始
ま
る
。

こ
の
冷
戦
が
、
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
に
、
北
朝
鮮
軍
が
、
突

如
と
し
て
南
朝
鮮
を
侵
略
し
た
こ
と
に
よ
り
、
熱
い
戦
争
に
変
わ

る
。
こ
の
戦
争
は
、
一
九
五
三
年
七
月
二
七
日
に
休
戦
が
成
立
す

る
ま
で
続
く
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
て
、
米
国
は
、
一
二
年
間
に
わ
た
り
、
事
実
上
戦
時
体

制
下
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
一
）　

大
統
領
と
最
高
裁
人
事

民
主
党
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
第
三
二
代
大
統
領
は
、
先
例
の
な
い

四
選
を
果
た
し
、
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
、
一
二
年

に
わ
た
り
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
四
月
一
二
日
に

脳
卒
中
で
死
去
す
る
と
、
副
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry S
. 

T
rum

an

）
が
第
三
三
代
大
統
領
に
昇
格
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、

そ
の
後
再
選
に
成
功
し
、
一
九
五
三
年
一
月
ま
で
そ
の
地
位
に

あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
二
代
、
合
計
約
二
〇
年
間
に
わ
た
り
、
民

主
党
大
統
領
時
代
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

憲
法
革
命
後
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
は
、
高
齢
判
事
の
退
職
、

あ
る
い
は
死
去
が
続
い
た
。
そ
の
後
任
と
し
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

は
、
当
然
、
政
府
の
閣
僚
や
民
主
党
の
上
院
議
員
な
ど
、
彼
自
身

と
意
見
の
近
い
者
を
、
続
々
と
任
命
し
た
。

ヒ
ュ
ー
ズ
第
一
一
代
長
官
は
、
そ
う
し
た
最
高
裁
に
お
け
る
人

事
交
代
の
最
後
近
く
、
一
九
四
一
年
六
月
三
〇
日
に
退
職
し
た
。

ヒ
ュ
ー
ズ
が
引
退
し
た
時
点
で
は
、
憲
法
革
命
時
の
判
事
で
在
職

し
て
い
た
の
は
ス
ト
ー
ン
（H

arlan F
iske S

tone

）
と
ロ
バ
ー

一
四
四



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
四
五
）

官
に
任
命
し
た
。

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
弁
護
士
、
地
方
検
事
を
経
て
、
一
九
二
四
年
、

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
下
院
議
員
に
当
選
し
た
。
一
九
三
七
年
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
特
別
区
高
等
裁
判
所
裁
判
官
に
指
名
さ
れ
て
、
司
法
府
に

転
身
す
る
。
そ
の
後
、
一
九
四
二
年
に
は
ス
ト
ー
ン
か
ら
非
常
事

態
裁
判
所

（
1
）

長
官
に
指
名
さ
れ
て
、
こ
の
職
を
兼
務
し
た
。

一
九
四
三
年
五
月
に
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
経
済
安
定
事
務

（
2
）

所
長
に
任

命
さ
れ
た
事
を
皮
切
り
に
、
戦
時
中
の
各
種
役
職
を
歴
任
し
た
後
、

同
年
七
月
二
三
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
か
ら
財
務
長
官
に
任
命

さ
れ
、
最
高
裁
判
所
入
り
す
る
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。

財
務
長
官
と
し
て
の
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
の
最
大
の
功
績
は
、

一
九
四
四
年
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
を
主
導
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
世
界
経
済
を
長
く
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
、
い
わ
ゆ
る

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同

体
制
の
両
輪
と
言
う
べ
き
国
際
復
興
開
発
銀
行
（International 

B
ank for R

econstruction and D
evelopm

ent

＝IB
R
D

＝
世

界
銀
行
）
と
国
際
通
貨
基
金
（International M

onetary F
und

＝IM
F

）
の
設
立
を
指
揮
し
、
両
者
の
初
代
の
ト
ッ
プ
を
務
め
た
。

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
も
、
一
九
五
三
年
九
月
八
日
に
心
臓
発
作
で
急
逝

し
た
。
こ
の
在
職
期
間
も
、
ス
ト
ー
ン
に
次
い
で
短
い
。
朝
鮮
戦

ツ
（O

w
en J. R

oberts

）
の
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
時
点
で
の
共
和
党
員
は
こ
の
両
判
事
の
み
で
、
後
は
総
て
民

主
党
員
と
な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
ロ
バ
ー
ツ
は
一
九
四
五
年
に

引
退
し
た
。
そ
の
時
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
清
教
徒
的
精
神
か
ら
か
、

ロ
バ
ー
ツ
の
後
任
に
、
敢
え
て
共
和
党
上
院
議
員
の
バ
ー
ト
ン

（H
arold H

itz B
urton

）
を
任
命
す
る
と
い
う
例
外
的
な
人
事

を
行
っ
た
。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
の
後
任
に
、
三
銃
士
の
一
人
で

あ
る
陪
席
判
事
ス
ト
ー
ン
を
昇
格
さ
せ
た
。
ス
ト
ー
ン
は
コ
ロ
ン

ビ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
学
長
か
ら
、
連
邦
司
法
長
官
を
経
て
連
邦
最

高
裁
判
所
入
り
し
た
。
学
者
出
身
者
で
は
、
最
初
の
最
高
裁
判
所

長
官
で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
の
席
次
は
就
任
順
で
決
ま
る
結
果
、

ス
ト
ー
ン
は
、
末
席
か
ら
長
官
ま
で
の
す
べ
て
の
席
に
座
る
、
と

い
う
珍
し
い
記
録
を
打
ち
立
て
た
。
半
年
後
に
は
日
本
と
の
戦
争

が
始
ま
る
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
六
年
四
月
二
二
日
に
、

す
な
わ
ち
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
の
翌
年
に
、
ス
ト
ー
ン
は
急
死

す
る
。
わ
ず
か
五
年
と
い
う
彼
の
長
官
在
任
期
間
は
、
第
二
代
ラ

ト
リ
ッ
ジ
、
第
三
代
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
に
次
い
で
短
い
。

ス
ト
ー
ン
の
急
死
を
受
け
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
ヴ
ィ
ン
ソ
ン

（F
rederick M

oore V
inson

）
財
務
長
官
を
、
最
高
裁
判
所
長

一
四
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
四
六
）

ソ
連
は
、
こ
う
し
た
封
じ
込
め
政
策
に
対
し
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
及
び
ス
ロ
バ
キ
ア
に
ソ
連
軍
を
進
駐

さ
せ
て
、
抵
抗
勢
力
を
武
力
で
押
さ
え
つ
け
、
共
産
主
義
勢
力
を

中
心
と
す
る
政
府
を
相
次
い
で
樹
立
し
た
。
一
九
四
八
年
六
月
に

は
、
ソ
連
は
ベ
ル
リ
ン
封
鎖

（
3
）

を
敢
行
し
た
。
米
国
は
、
こ
れ
に
対

抗
し
て
空
の
橋
（L

uftbrücke

）
と
呼
ば
れ
る
大
空
輸
作
戦
を
展

開
し
、
大
量
の
物
資
を
空
路
西
ベ
ル
リ
ン
に
送
り
込
ん
で
、
ソ
連

が
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
を
断
念
す
る
ま
で
、
こ
れ
を
支
え
た
。

こ
う
し
た
東
西
対
立
の
末
に
、
一
九
四
九
年
に
は
、
ド
イ
ツ
人

の
意
思
を
無
視
す
る
形
で
、
西
側
占
領
地
域
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
（
西
ド
イ
ツ
）
が
、
ソ
連
占
領
地
域
に
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

（
東
ド
イ
ツ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
さ
せ
ら
れ
、
東
西
冷
戦
の
最
前

線
と
し
て
、
互
い
に
敵
対
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
た
。

一
九
五
五
年
に
は
、
西
ド
イ
ツ
憲
法
が
改
正
さ
れ
、
西
ド
イ
ツ

が
再
軍
備
し
、
そ
の
軍
が
北
大
西
洋
条
約
機
構
へ
編
入
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
東
欧
諸
国
は
、
ワ
ル
シ
ャ

ワ
条
約
機
構

（
4
）

を
設
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
西
の
軍
事
的
対
決

模
様
は
一
段
と
強
ま
っ
た
。

（
三
）　

マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
（M

cC
arthyism

）

東
西
冷
戦
の
激
化
は
、
米
国
内
に
共
産
主
義
に
対
す
る
強
い
恐

争
が
終
わ
っ
て
、
間
も
な
い
時
期
で
あ
る
。

（
二
）　

冷
戦
（C

old W
ar

）

ス
ト
ー
ン･

コ
ー
ト
が
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
熱
い
戦
争
の

時
代
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
・
コ
ー
ト
は
冷
戦
時
代

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
押
さ
え
つ
け
ら
れ

て
い
た
東
西
両
陣
営
の
敵
意
は
、
共
通
の
敵
を
失
っ
た
こ
と
で
一

気
に
吹
き
出
し
、
激
し
い
対
立
が
生
ま
れ
て
い
た
。

東
側
の
、
い
わ
ゆ
る
鉄
の
カ
ー
テ
ン
に
対
抗
す
る
た
め
、
ト

ル
ー
マ
ン
は
、
一
九
四
七
年
三
月
一
二
日
に
、
一
般
教
書
演
説
で
、

欧
州
、
特
に
ソ
連
の
拡
張
の
当
面
の
矢
面
に
な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ

ア
お
よ
び
ト
ル
コ
の
防
衛
を
引
き
受
け
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
（T
rum

an D
octrine

）」
を
宣
言

し
た
。
さ
ら
に
マ
ー
シ
ャ
ル
（G

eorge M
arshall

）
国
務
長
官

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
計
画
（E

uropean R
ecovery P

rogram

＝
E
R
P

＝
マ
ー
シ
ャ
ル･

プ
ラ
ン
の
通
称
で
知
ら
れ
る
。）
を
発
表

し
、
西
欧
諸
国
、
特
に
ド
イ
ツ
の
西
側
占
領
地
域
へ
大
規
模
援
助

を
行
っ
て
、
そ
の
復
興
を
助
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら

に
、
一
九
四
九
年
四
月
四
日
に
は
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

orth 
A
tlantic T

reaty O
rganization

＝N
A
T
O

）
が
誕
生
し
、
西
側

諸
国
は
軍
事
的
に
一
体
化
し
た
。

一
四
六



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
四
七
）

シ
ー
が
没
落
し
て
も
、
冷
戦
が
継
続
す
る
限
り
、「
赤
」
へ
の
不

信
感
は
米
国
社
会
の
底
辺
に
根
強
く
残
さ
れ
、
保
守
意
識
の
基
盤

を
形
成
し
た
。

（
四
）　

保
守
的
立
法

そ
う
し
た
米
国
社
会
の
ゆ
が
み
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
な
ら
考

え
ら
れ
な
い
様
々
な
異
常
な
立
法
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

代
表
的
な
立
法
を
あ
げ
る
。

1　

ス
ミ
ス
法
（Sm

ith A
ct

）

正
式
に
は
一
九
四
〇
年
外
国
人
登
録
法
（T

he A
lien 

R
egistration A

ct of 1940

）
と
い
う
。
す
べ
て
の
外
国
人
成
人

住
民
に
対
し
、
政
府
に
登
録
す
る
義
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
米

国
政
府
の
転
覆
を
提
唱
し
た
者
に
対
す
る
刑
事
処
罰
を
定
め
た
。

つ
ま
り
政
府
の
転
覆
行
為
を
行
っ
た
と
か
共
謀
し
た
と
い
う
の
で

は
な
く
、
単
に
そ
れ
を
理
論
と
し
て
唱
え
た
だ
け
の
者
に
対
し
て

刑
事
罰
を
課
す
る
と
定
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
通
称
は
、
ス
ミ
ス

（H
ow

ard W
. S

m
ith

）
下
院
議
員
に
依
る
。

成
立
時
期
か
ら
判
る
と
お
り
、
本
来
は
戦
時
立
法
で
あ
る
が
、

マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
下
に
猛
威
を
振
る
い
、
計
二
一
五
人
が
こ
の

法
律
の
下
に
、
共
産
主
義
者
等
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。
ウ
ォ
ー
レ

ン
・
コ
ー
ト
に
な
っ
た
一
九
五
六
年
及
び
一
九
五
七
年
に
下
さ
れ

怖
感
を
醸
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
も
っ
と
も
醜
悪
な
形

で
吹
き
出
し
た
の
が
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
五
〇
年
二
月
に
連
邦
上
院
で
、
共
和
党
議
員
マ
ッ
カ
ー
シ
ー

（Joseph R
aym

ond M
cC

arthy

）
は
、
突
如
と
し
て
「
二
〇
五

人
の
共
産
主
義
者
が
国
務
省
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
」
と
告

発
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
大
規
模
な
「
赤
狩
り
（R

ed 
S
care

）」
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
、
院
内
に
非
米
活
動
委
員
会
（H

ouse 
C
om

m
ittee on U

n-A
m
erican A

ctivities

）
を
組
織
し
、
そ
の

調
査
対
象
を
米
国
陸
軍
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
学
者
に
ま
で
広
げ

て
、
証
言
を
強
要
し
、
拒
否
す
る
と
裁
判
所
に
告
発
し
、
裁
判
所

侮
辱
罪
で
投
獄
す
る
な
ど
の
弾
圧
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
は
一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
米
国
を
恐
怖
に
包
み

込
ん
だ
。
そ
の
後
、
次
第
に
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
に
対
す
る
批
判
が
広

が
り
、
一
九
五
四
年
一
二
月
二
日
に
、
上
院
は
六
七
対
二
二
で

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
に
対
す
る
譴
責
（condem

n

）
決
議
を
可
決
す
る

（
5
）

こ
と
で
、
事
実
上
の
不
信
任
を
突
き
つ
け
、
こ
こ
に
マ
ッ
カ
ー
シ

ズ
ム
は
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
冷
戦
の
も
た
ら
し
た
歪
ん
だ
恐
怖
が
原
因
と

な
っ
て
生
起
さ
れ
た
社
会
現
象
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
マ
ッ
カ
ー

一
四
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
四
八
）

が
介
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ル
ー
マ
ン
は
、「
こ
の
法
案
は
、
全
体
と
し
て
我
が
国
労
働

政
策
の
基
本
的
方
向
を
逆
転
さ
せ
、
前
例
の
な
い
規
模
で
民
間
の

経
済
事
情
に
政
府
を
介
入
さ
せ
、
我
々
の
民
主
主
義
社
会
の
重
要

な
原
則
と
矛
盾
し
て
い
る
」
と
し
て
、
拒
否
権
を
発
動
し
た

（
6
）

が
、

議
会
は
こ
れ
を
、
下
院
で
は
三
三
一
対
八
三
、
上
院
で
は
六
八
対

二
五
の
多
数
で
覆
し
て
、
法
律
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
な
ど
で
廃
止
が
試
み
ら
れ
た
が
失

敗
し
、
今
日
も
有
効
で
あ
る
。

3 　

マ
ッ
カ
ラ
ン
＝
ウ
ォ
ル
タ
ー
法
（M

cCarran‒W
alter 

A
ct

）

正
式
に
は
一
九
五
二
年
移
民
・
国
籍
法
（Im

m
igration and 

N
ationality A

ct of 1952

）
と
い
う
こ
の
法
律
は
、
合
衆
国
へ

の
移
民
と
国
籍
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
法
律
で
、
一
九
五
二
年

一
二
月
二
四
日
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
る
さ

な
か
に
発
効
し
た
。
そ
の
通
称
は
マ
ッ
カ
ラ
ン
（P

atrick 
A
nthony M

cC
arran

）
上
院
議
員
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
（F

rancis E
. 

W
alter

）
下
院
議
員
に
依
る
。

同
法
は
、
一
七
九
〇
年
帰
化
法
（N

aturalization A
ct of 

1790

）
を
改
正
し
た
も
の
で
、
受
け
入
れ
る
移
民
と
し
て
、
三
種

た
一
連
の
判
決
に
よ
り
法
律
が
違
憲
と
さ
れ
る
ま
で
、
ス
ミ
ス
法

に
基
づ
く
訴
追
は
続
け
ら
れ
た
。

2　

タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
（T

aft‒H
artley A

ct

）

第
二
次
大
戦
中
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
控
え
て
い
た
労
働
組
合
は
、

戦
後
、
一
斉
に
ス
ト
攻
勢
を
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
六

年
秋
の
中
間
選
挙
で
は
、
そ
う
し
た
労
働
運
動
に
厳
し
い
姿
勢
を

示
し
た
共
和
党
が
民
主
党
か
ら
多
く
の
議
席
を
奪
い
、
上
下
両
院

で
過
半
数
を
獲
得
し
た
。
こ
の
勢
力
を
背
景
に
、
共
和
党
は
労
働

組
合
規
制
強
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
そ
の
下
に
一
九
四
七
年
労

使
関
係
法
（L

abor M
anagem

ent R
elations A

ct of 1947

）

が
成
立
し
た
。
そ
の
通
称
は
、
タ
フ
ト
（R

obert T
aft

）
上
院

議
員
及
び
ハ
ー
ト
レ
ー
（F

red A
. H

artley, Jr.
）
下
院
議
員
に

依
る
。

こ
の
法
律
は
、
ワ
グ
ナ
ー
法
（W

agner A
ct

＝N
ational L

abor 
R
elations A

ct of 1935

）
の
改
正
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
労
使
関
係
の
基
本
構
造
と
し
て
は
ワ
グ
ナ
ー
法
と

同
一
で
あ
る
が
、
労
働
組
合
側
に
も
不
当
労
働
行
為
制
度
を
適
用

し
て
活
動
を
制
限
し
た
ほ
か
、
ス
ト
冷
却
期
間
、
緊
急
の
ス
ト
禁

止
制
度
の
設
置
、
組
合
役
員
へ
の
非
共
産
主
義
者
宣
誓
の
強
制
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
労
働
組
合
の
内
部
運
営
に
政
府

一
四
八



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
四
九
）

と
し
て
拒
否
権
を
発
動
し
た
が
、
議
会
は
、
下
院
で
二
七
八
対

一
一
三
、
上
院
で
五
七
対
二
六
と
い
う
多
数
で
こ
れ
を
覆
し
、
成

立
さ
せ
た
。

こ
の
法
律
は
今
日
も
有
効
で
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同

時
多
発
テ
ロ
以
降
は
、
移
民
制
限
が
強
化
さ
れ
た
愛
国
者
法

（the P
atriot A

ct

）
に
よ
る
修
正
が
加
え
ら
れ
た

（
7
）

。

一　

ク
ィ
リ
ン
審
問
事
件

こ
のE

x parte Q
uirin, 317 U

S
 1 

（1942

）
事
件
は
、
米
国

で
、
第
二
次
大
戦
時
に
、
ド
イ
ツ
秘
密
工
作
員
が
米
国
内
で
破
壊

作
戦
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
事
件
に
対
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が

軍
事
裁
判
の
管
轄
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
戦
中
、
戦
後
期
に

お
け
る
軍
に
よ
る
人
権
侵
害
を
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
容
認
す
る

際
の
先
例
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
重
要
な

判
例
で
あ
る
。

（
一
）　

事
実
の
内
容

パ
ス
ト
リ
ア
ス
作
戦
（O

peration P
astorius

）
は
、
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
が
米
国
内
で
計
画
し
た
一
連
の
破
壊
工
作
作
戦
の
総
称
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
軍
事
諜
報
機
関
長
官
で
あ
る
カ
ナ
リ
ス

（W
ilhelm

 C
anaris

）
提
督
の
総
指
揮
の
下
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝

類
の
類
型
を
定
め
た
。
第
一
類
型
は
特
別
の
技
能
を
有
す
る
者
や

米
国
市
民
に
親
戚
の
い
る
者
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
無
制
限
に
移

民
を
受
け
入
れ
た
。
第
二
類
型
で
あ
る
平
均
的
な
移
民
の
場
合
に

は
、
国
籍
や
地
域
へ
の
割
り
当
て
制
（quota system

 for 
nationalities and regions

）
を
定
め
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
系
移

民
を
制
限
し
た
。
第
三
類
型
は
難
民
で
、
こ
れ
は
基
本
的
に
受
け

入
れ
る
こ
と
と
し
た
。
一
七
九
〇
年
法
が
、「
道
徳
的
な
人
格

（good m
oral character

）」
を
有
す
る
「
自
由
な
白
人
（free 

w
hite persons

）」
の
み
に
米
国
へ
の
移
民
資
格
を
認
め
て
い
た

の
に
比
べ
る
と
、
第
二
類
型
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ

れ
自
体
と
し
て
は
進
歩
的
な
立
法
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
問
題
は
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
影
響
か
ら
、
政
府
が
、

移
民
や
帰
化
し
た
市
民
で
破
壊
活
動
に
従
事
し
て
い
た
者
を
国
外

追
放
す
る
こ
と
を
認
め
、
ま
た
、
破
壊
活
動
の
疑
い
が
あ
る
者
に

対
し
て
入
国
禁
止
を
許
可
し
て
い
た
点
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
東

欧
か
ら
共
産
主
義
者
の
迫
害
を
逃
れ
て
き
た
移
民
た
ち
が
、
共
産

党
や
そ
の
シ
ン
パ
と
さ
れ
て
、
そ
の
入
国
を
政
府
が
拒
否
す
る
手

段
と
し
て
使
わ
れ
た
。
共
産
党
と
絶
縁
し
て
数
十
年
も
経
っ
た
者

で
も
拒
否
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。

こ
の
法
律
に
対
し
て
も
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
非
米
国
的
で
あ
る

一
四
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
五
〇
）

さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

最
高
裁
判
所
は
、
全
員
一
致
で
上
告
を
退
け
た
。
ス
ト
ー
ン
長

官
が
判
決
を
執
筆
し
た
。

「
戦
時
国
際
法
は
、
交
戦
国
の
軍
隊
及
び
民
間
人
を
分
か

つ
と
同
様
に
、
合
法
戦
闘
員
と
非
合
法
戦
闘
員
の
間
の
区
別

を
定
め
て
い
る
。
合
法
戦
闘
員
は
敵
対
す
る
軍
隊
に
よ
り
戦

争
捕
虜
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
拘
留
さ
れ
る
対
象
と
な
る
。
非

合
法
戦
闘
員
は
同
様
に
逮
捕
・
拘
留
の
対
象
と
な
る
が
、
そ

れ
に
加
え
、
彼
ら
は
そ
の
非
合
法
な
交
戦
活
動
に
関
与
し
た

こ
と
に
対
し
軍
事
裁
判
と
処
罰
の
対
象
と
な
る
。
戦
時
に
お

い
て
、
軍
事
交
戦
ラ
イ
ン
を
通
過
し
て
秘
密
裏
に
制
服
を
着

る
こ
と
無
く
侵
入
す
る
ス
パ
イ
、
軍
事
情
報
を
収
集
し
、
敵

側
と
連
絡
し
、
あ
る
い
は
敵
性
戦
闘
員
と
し
て
制
服
を
着
る

こ
と
無
く
、
生
命
や
財
産
を
破
壊
す
る
戦
い
を
挑
む
目
的
で

前
線
を
秘
密
裏
に
突
破
す
る
者
は
、
交
戦
国
の
戦
争
捕
虜
と

し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
な
い
好
例
で
あ
り
、
軍
事
法
廷
に

よ
る
裁
判
と
処
罰
の
対
象
と
な
る
犯
罪
者
で
あ
る
。」

（
三
）　

そ
の
後

ク
ィ
リ
ン
等
六
人
は
、
一
九
四
二
年
八
月
八
日
に
電
気
椅
子
に

に
設
け
ら
れ
て
い
た
水
力
発
電
所
、
イ
リ
ノ
イ
、
テ
ネ
シ
ー
及
び

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
場
等
、
米
国
の
軍
事
的
重

要
性
あ
る
経
済
拠
点
を
破
壊
す
る
事
を
目
標
と
し
て
、
一
九
四
二

年
六
月
に
ド
イ
ツ
か
ら
Ｕ
ボ
ー
ト
で
計
八
人
の
秘
密
工
作
員
が
米

国
に
潜
入
し
た
。
そ
の
う
ち
、
ダ
ッ
シ
ュ
（G

eorge John 
D
asch

）
と
バ
ー
ガ
ー
（E

rnst P
eter B

urger

）
の
二
人
は
、

こ
の
機
会
に
米
国
に
亡
命
す
る
こ
と
に
決
め
、
ダ
ッ
シ
ュ
は

Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
自
首
し
た
。
当
初
、
彼
は
気
違
い
扱
い
さ
れ
た
が
、
秘

密
工
作
資
金
と
し
て
有
し
て
い
た
八
万
四
、〇
〇
〇
ド
ル
の
現
金

を
担
当
官
の
机
の
上
に
ぶ
ち
ま
け
て
、
よ
う
や
く
信
用
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
残
り
七
人
の
秘
密
工
作
員
も
全
員
が
逮
捕
さ
れ
た
。

彼
ら
八
人
は
、
全
員
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
特
別
指
示
に
基
づ
き
、
軍

事
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。

ク
ィ
リ
ン
（R

ichard Q
uirin

）
は
、
一
九
〇
八
年
に
ベ
ル
リ

ン
で
生
ま
れ
た
が
、
一
九
二
七
年
に
米
国
に
移
住
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
社
に
勤
務
し
て

い
た
。
し
か
し
ヒ
ト
ラ
ー
の
支
持
者
で
あ
っ
た
た
め
、
ド
イ
ツ
諜

報
機
関
に
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
、
一
旦
ド
イ
ツ
で
訓
練
さ
れ
た
後
、

再
び
Ｕ
ボ
ー
ト
で
米
国
に
密
入
国
し
て
い
た
。

ク
ィ
リ
ン
等
七
人
は
、
一
般
市
民
と
し
て
、
民
事
法
廷
で
裁
判

一
五
〇



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
五
一
）

退
去
命
令
（E

xclusion O
rder

）、
内
陸
部
に
急
遽
設
置
さ
れ
た

収
容
所
へ
の
移
転
命
令
（R

elocation O
rder

）
な
ど
、
明
白
に

日
系
人
だ
け
を
差
別
す
る
命
令
が
相
次
い
で
下
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
命
令
の
強
制
力
を
確
保
す
る
為
、
命
令
違
反
に
は
刑
罰

を
科
す
る
と
い
う
連
邦
法
（A

ct of C
ongress, 56 S

tat. 173

）

が
一
九
四
二
年
三
月
二
一
日
に
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
、
次
の
様

に
規
定
し
て
い
た
。

「
何
人
も
、
規
定
の
軍
事
地
域
な
い
し
軍
事
地
帯
へ
立
ち

入
る
場
合
、
そ
こ
に
留
ま
る
場
合
、
そ
こ
か
ら
立
ち
去
る
場

合
、
ま
た
は
そ
こ
で
い
か
な
る
行
為
を
行
う
場
合
に
も
、
大

統
領
行
政
命
令
、
陸
軍
長
官
な
い
し
陸
軍
長
官
の
任
命
し
た

軍
司
令
官
に
よ
る
命
令
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
と
し
、
何
人

も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
な
い
し
地
帯
に
適
用
さ
れ
る
制
限
に

反
し
た
場
合
、
ま
た
は
陸
軍
長
官
な
い
し
上
記
軍
司
令
官
に

よ
る
命
令
に
反
し
た
場
合
は
、
も
し
こ
れ
ら
の
制
限
な
い
し

命
令
の
存
在
と
自
ら
の
行
為
が
こ
れ
ら
に
反
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
か
、
ま
た
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
な
場
合
は
、
軽
犯
罪
に
当
た
る
も
の
と
し
、
有
罪

判
決
を
受
け
た
場
合
は
各
々
の
規
則
違
反
に
対
し
て

五
、〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
な
い
罰
金
な
い
し
一
年
を
超
え
な

よ
り
死
刑
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ー
ガ
ー
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の

命
令
に
よ
り
終
身
刑
、
ダ
ッ
シ
ュ
は
三
〇
年
の
懲
役
を
宣
告
さ
れ

た
。
戦
争
終
了
後
、
彼
ら
二
人
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
命
令
に

よ
り
減
刑
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
二
人
と
も
ド
イ
ツ
に
強
制
送
還

さ
れ
た
。
二
人
と
も
、
米
国
へ
の
再
入
国
を
求
め
て
努
力
を
続
け

た
が
、
許
可
は
得
ら
れ
ず
、
バ
ー
ガ
ー
は
一
九
七
五
年
に
、
ダ
ッ

シ
ュ
は
一
九
九
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
死
亡
し
た
。

二　

ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
対
合
衆
国
事
件

一
九
四
一
年
一
二
月
七
日
、
日
本
軍
は
真
珠
湾
を
奇
襲
し
た
。

こ
の
翌
日
、
米
国
連
邦
議
会
は
日
本
に
宣
戦
を
布
告
し
た
（
合
衆

国
憲
法
一
条
八
節
一
一
項
参
照
）。

一
九
四
二
年
二
月
一
九
日
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
行
政
命
令

（E
xecutive O

rder

）
第
九
〇
六
六
号
を
公
布
し
た
。
こ
の
命
令

は
、
米
国
西
海
岸
地
区
司
令
官
デ
ウ
ィ
ッ
ト
（John L

esesne 
D
eW

itt

）
中
将
に
、
そ
の
出
自
や
市
民
権
に
関
わ
り
な
く
、
特

定
人
を
閉
じ
込
め
、
あ
る
い
は
軍
事
地
域
か
ら
退
去
さ
せ
る
こ
と

を
許
容
し
て
い
た
。
数
週
間
後
、
同
司
令
官
の
名
に
よ
り
、
米
国

西
海
岸
地
域
に
住
む
日
系
人
に
対
し
、
夜
間
外
出
禁
止
令

（C
urfew

）
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
指
定
さ
れ
た
軍
事
地
帯
か
ら
の

一
五
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
五
二
）

ア
ト
ル
で
出
生
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
公
立
学
校
で
教
育
を
受
け
、

逮
捕
時
点
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
四
年
生
で
あ
っ
た
。
彼
は
日

本
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
と
も
何

ら
交
渉
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
は
、
こ
の
命
令
の
不
当
性
を
訴
え
る
た
め
、
第
一

に
、
日
系
人
に
対
し
て
出
さ
れ
た
市
民
排
除
令
（C

ivilian 
E
xclusion O

rder

）
に
よ
り
、
軍
事
地
帯
か
ら
の
退
去
命
令
に

必
要
な
登
録
を
す
る
た
め
に
一
九
四
二
年
五
月
一
一
、
一
二
日
の

い
ず
れ
か
の
日
に
市
民
管
制
所
（C

ivilian C
ontrol S

tation

）

へ
出
頭
を
課
せ
ら
れ
た
の
に
、
こ
れ
を
敢
え
て
怠
っ
た
。
第
二
に
、

夜
間
外
出
禁
止
命
令
に
反
し
て
、
一
九
四
二
年
五
月
九
日
午
後
八

時
以
降
に
敢
え
て
外
出
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
自
首
し
た
。

上
記
罪
状
に
対
し
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
は
、
連
邦
刑
務
所
で
合
計

三
ヶ
月
の
服
役
と
い
う
判
決
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ヒ
ラ
バ

ヤ
シ
は
次
の
二
点
を
主
張
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

第
一
に
、
連
邦
議
会
が
退
去
、
移
転
、
外
出
禁
止
に
つ
い
て
の
規
則

制
定
権
限
を
軍
司
令
官
に
与
え
た
こ
と
は
、
憲
法
に
違
反
す
る
立

法
権
の
委
任
で
あ
る
。
第
二
に
、
仮
に
制
定
さ
れ
た
規
則
が
正
当

な
授
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
系
米
国
民
だ
け

を
他
の
米
国
民
か
ら
差
別
す
る
こ
と
は
、
第
五
修
正
に
違
反
す
る
。

い
懲
役
、
ま
た
は
両
者
を
科
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。」

な
お
、
日
本
と
同
時
に
米
国
と
戦
争
状
態
に
入
っ
て
い
た
ド
イ

ツ
系
及
び
イ
タ
リ
ア
系
の
米
国
人
に
対
し
て
は
、
こ
の
様
な
措
置

は
一
切
執
ら
れ
な
か
っ
た
。

当
時
、
米
国
に
は
合
計
一
二
万
六
、〇
〇
〇
人
の
日
系
人
が
い

た
が
、
そ
の
う
ち
、
一
一
万
二
、〇
〇
〇
人
が
西
海
岸
に
居
住
し
て

い
た
。
そ
の
う
ち
、
三
分
の
二
は
米
国
生
ま
れ
で
、
し
た
が
っ
て
、

米
国
国
民
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
命
令
の
合
憲
性
を
争

う
訴
訟
が
相
次
い
で
提
起
さ
れ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
ヒ
ラ
バ
ヤ

シ
事
件
（H

irabayashi v. U
nited S

tates, 320 U
.S. 81 

（1943

））

は
、
そ
れ
ら
一
連
の
訴
訟
の
う
ち
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
判
決
を

下
し
た
最
初
の
事
件
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
降
の
訴
訟

に
対
し
、
先
例
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た

（
8
）

。

（
一
）　

事
実
関
係

ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
事
件
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
所
判
決
の
他
、
ヒ

ラ
バ
ヤ
シ
本
人
が
同
志
社
大
学
の
研
究
者
か
ら
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

に
答
え
て
い
る
の
で
、
以
下
の
記
述
は
そ
れ
ら
に
依
存
し
て
い
る

（
9
）

。

ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
（G

ordon K
iyoshi H

irabayashi

＝
平
林
潔
）

の
両
親
は
、
日
本
か
ら
米
国
に
移
住
し
、
そ
の
後
、
一
度
も
日
本

に
帰
っ
た
こ
と
が
な
い
。
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
本
人
は
一
九
一
八
年
に
シ

一
五
二



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
五
三
）

如
く
戦
時
情
況
が
上
記
の
判
断
と
裁
量
権
の
行
使
を
求
め
、

か
つ
憲
法
が
戦
争
行
使
の
責
任
を
課
し
た
政
府
の
こ
れ
ら
の

部
門
に
よ
る
手
段
の
選
択
を
要
求
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

機
関
の
行
為
の
当
否
に
つ
い
て
裁
判
所
が
審
査
し
た
り
、
そ

れ
ら
の
機
関
の
判
断
を
、
裁
判
所
の
判
断
に
置
き
換
え
た
り

す
る
べ
き
で
は
な
い
。」

こ
う
し
て
、
戦
時
の
問
題
に
対
す
る
司
法
審
査
権
そ
の
も
の
を
、

裁
判
所
は
自
ら
大
幅
に
自
制
し
て
し
ま
う
。
そ
の
上
で
、
日
本
軍

の
真
珠
湾
に
対
す
る
奇
襲
攻
撃
を
非
難
し
、
そ
の
後
の
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
戦
闘
状
況
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
本
件
外

出
禁
止
令
を
問
題
に
す
る
。

「
こ
の
外
出
禁
止
令
は
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
国
民
が

日
系
人
で
あ
る
場
合
に
の
み
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
当
法
廷
が
調
べ
る
こ
と
は
、
議
会
と
軍
司
令
官

が
一
致
を
見
た
次
の
判
断
に
は
、
す
べ
て
の
事
実
と
状
況
に

照
ら
し
て
の
実
質
的
根
拠
が
存
在
し
て
い
た
か
否
か
と
言
う

こ
と
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
判
断
と
は
、
適
用
さ
れ
て
い
る

外
出
禁
止
令
は
戦
争
結
果
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
か
つ
敵

の
侵
入
に
力
を
貸
す
と
考
え
ら
れ
る
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
や
ス
パ

イ
の
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
に
合
理
的
に
見
て
必
要
な
防
衛

補
足
す
る
な
ら
ば
、
第
一
点
は
シ
ェ
ク
タ
ー
事
件
（A

.L
.A

. 
S
chechter P

oultry C
orp. v. U

nited S
tates, 295 U

.S
. 495 

（1935
））
判
例
に
依
れ
ば
、
当
然
に
違
憲
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
第
二
点
は
、
同
じ
く
キ
ャ
ロ
リ
ー
ヌ
事
件
（U

nited 
S
tates v. C

arolene P
roducts C

om
pany, 304 U

.S
. 144 

（1938

））
判
決
脚
注
四
に
言
う
と
こ
ろ
の
社
会
的
少
数
者
に
対
す

る
差
別
に
該
当
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
判
決
の
先
例
と
し
て
の
拘
束

性
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
く
違
憲
と
い
う
判
決
が
下
さ
れ
る

べ
き
事
例
で
あ
っ
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

最
高
裁
判
所
は
、
全
員
一
致
で
訴
え
を
退
け
、
命
令
の
合
憲
性

を
承
認
し
た
。
法
廷
意
見
は
ス
ト
ー
ン
長
官
自
身
が
執
筆
し
た
。

ス
ト
ー
ン
は
、
ま
ず
戦
時
に
お
け
る
大
統
領
及
び
議
会
の
持
つ

権
限
の
特
殊
性
を
述
べ
る
。

「
憲
法
は
戦
況
の
あ
ら
ゆ
る
変
化
の
中
で
こ
の
戦
争
遂
行

権
を
行
使
す
る
こ
と
を
大
統
領
と
議
会
に
託
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
憲
法
は
迫
っ
て
い
る
損
害
ま
た
は
危
険
の
性
格
、

程
度
を
決
定
し
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
の
手
段
を
選
択
す
る

に
際
し
て
の
広
範
な
判
断
と
裁
量
の
行
使
権
を
両
機
関
に
必

然
的
に
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
機
関
が
本
件
で
行
っ
た

一
五
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
五
四
）

「
第
五
修
正
は
、
何
ら
平
等
保
護
条
項
を
含
ん
で
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
同
条
は
適
正
手
続
き
の
否
定
に
至
る
よ
う
な
連

邦
議
会
に
よ
る
差
別
立
法
の
み
を
規
制
す
る
の
で
あ
る
。

（
判
例
略
）
連
邦
議
会
は
そ
れ
ほ
ど
明
白
で
も
緊
急
で
も
な

い
一
般
的
危
険
に
対
し
て
防
御
手
段
を
講
じ
な
い
ま
ま
で
は

特
殊
な
危
険
が
明
白
な
場
合
、
そ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。」

こ
の
よ
う
に
一
般
論
を
述
べ
た
上
で
、
し
か
し
、
基
本
的
に
は

ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
の
主
張
を
肯
定
す
る
。

「
祖
先
の
違
い
の
み
を
理
由
に
し
て
国
民
間
に
区
別
を
お

く
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
性
格
か
ら
、
平
等
の
原
則
を
制
度

の
基
本
と
し
て
い
る
自
由
社
会
の
人
び
と
に
と
っ
て
は
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
立
法
上
の
区
別

ま
た
は
差
別
は
、
し
ば
し
ば
平
等
保
護
の
否
定
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
て
き
た
。（
判
例
略
）
戦
時
で
、
侵
略
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
中
で
、
ス
パ
イ
と
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
の
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
危
険
地
域
に
住
ん
で
い
る
住
民
の
忠
誠

心
に
関
す
る
す
べ
て
の
関
係
事
実
を
精
査
す
る
よ
う
に
、
軍

当
局
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
特
殊
情
況
が
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
先
例
が
本
件
を
拘
束
す
る
で
あ
ろ
う

手
段
で
あ
る
と
い
う
判
断
で
あ
る
。〈
中
略
〉
日
本
軍
が
我

が
国
を
攻
撃
す
る
恐
れ
が
存
在
し
て
い
る
時
点
で
、
敵
国
日

本
へ
の
我
が
住
民
の
抱
い
て
い
る
愛
着
の
性
質
は
、
し
た

が
っ
て
重
大
な
関
心
事
項
で
あ
っ
た
。」

こ
の
後
、
米
国
に
い
る
日
系
人
の
数
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
議

論
を
展
開
す
る
。

「
日
系
国
民
の
わ
が
国
に
対
す
る
忠
誠
心
に
関
し
て
当
法

廷
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
と
ろ
う
と
も
、
当
法
廷
は
、
こ
れ

ら
国
民
中
に
忠
誠
で
無
い
者
が
い
る
（
そ
の
数
と
力
は
迅
速

に
確
定
で
き
な
い
）
と
い
う
軍
当
局
と
議
会
の
判
断
を
根
拠

無
し
と
し
て
、
退
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
危
急
の
時
に

あ
っ
て
こ
の
様
な
人
物
を
す
ぐ
に
分
離
し
た
り
、
識
別
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
国
家
の
防
衛
、
安
全

に
対
す
る
一
つ
の
脅
威
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
様
な
脅

威
を
防
止
す
る
た
め
に
緊
急
か
つ
適
切
な
処
置
が
執
ら
れ
る

こ
と
が
、
国
家
防
衛
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
だ
け

の
理
由
を
、
政
府
の
戦
争
遂
行
担
当
部
門
が
持
っ
て
い
な

か
っ
た
と
は
、
当
法
廷
と
し
て
は
言
え
な
い
。」

こ
の
よ
う
に
論
じ
て
、
立
法
が
不
当
な
委
任
で
は
無
い
と
す
る
。

今
度
は
第
五
修
正
を
問
題
と
す
る
。

一
五
四



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
五
五
）

キ
ャ
タ
リ
ナ
山
脈
の
中
で
、
一
、六
〇
〇
マ
イ
ル
も
離
れ
て

い
る
。
地
方
検
事
に
は
、
鉄
道
旅
行
を
許
可
し
た
り
、
人
を

つ
け
て
送
り
届
け
る
権
限
は
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
私
は
保

釈
中
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
自
分
で
行
く
の
は
か
ま
わ
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
と
、
そ
れ
な
ら
Ｏ
．Ｋ
．だ
と
い
う
。〈
中
略
〉

刑
務
所
行
き
の
旅
費
を
自
分
で
払
う
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く

な
か
っ
た
の
で
、
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。
戦
時

中
で
あ
っ
た
し
、
ガ
ソ
リ
ン
制
限
が
あ
っ
た
り
し
て
、
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
一
週
間
か
か
っ
て
ソ
ー

ト
レ
イ
ク
市
ま
で
た
ど
り
つ
き
、
そ
こ
か
ら
ま
た
一
週
間
か

か
っ
て
ツ
ー
ソ
ン
に
着
い
た
。」

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
に
苦
労
し
て
た
ど
り
着
い
た
刑
務
所
に
は
、

彼
に
関
す
る
連
絡
は
来
て
い
な
か
っ
た
。
普
通
の
犯
罪
者
な
ら
、

こ
れ
幸
い
と
退
去
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、
彼
の
場
合
に
は
、
担

当
者
の
尻
を
叩
い
て
、
各
地
に
連
絡
を
取
ら
せ
、
ま
た
書
類
を
探

さ
せ
て
、
よ
う
や
く
服
役
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
米
政

府
や
軍
、
そ
し
て
連
邦
最
高
裁
判
所
と
い
っ
た
上
層
部
の
ヒ
ス
テ

リ
ッ
ク
な
対
応
と
は
裏
腹
に
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
と

い
う
人
物
が
、
ひ
い
て
は
日
系
人
が
、
全
く
危
険
視
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
、
よ
く
判
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

と
当
法
廷
は
考
え
る
。」

そ
の
上
で
、
こ
の
事
件
は
例
外
に
な
る
と
宣
言
す
る
。

「
戦
争
と
侵
略
さ
れ
る
恐
れ
と
い
う
危
険
を
前
に
、
特
定

の
国
家
の
出
身
に
属
す
る
者
が
、
他
の
者
よ
り
以
上
に
国
家

の
安
全
に
脅
威
を
与
え
て
い
る
と
い
う
事
を
示
す
事
実
の
認

識
に
立
っ
て
、
国
家
の
安
全
の
た
め
の
手
段
を
政
府
が
採
用

す
る
こ
と
は
、
憲
法
上
の
制
約
を
少
し
も
超
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
多
く
の
状
況
に
お
い
て
は
、
人
種
区
別
は
不
適
切

で
あ
る
と
言
う
だ
け
の
理
由
で
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。」

（
三
）　

そ
の
後

1　

ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
に
つ
い
て

最
高
裁
判
所
判
決
が
下
っ
た
時
点
で
は
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
は
保
釈

を
受
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ス
ポ
ケ
ー
ン
で
働
い
て
い
た
。
そ
の

時
の
経
緯
は
興
味
深
い
の
で
、
同
志
社
大
学
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
か
ら

紹
介
す
る
。

「（
地
方
検
事
が
）
い
う
に
は
、
お
ま
え
が
入
所
す
べ
き
連

邦
刑
務
所
は
西
部
防
衛
地
帯
内
に
あ
る
。
そ
こ
に
立
ち
入
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
地
帯
外
で
一
番
近
い
の
は
、

ツ
ー
ソ
ン
（T

ucson,

ア
リ
ゾ
ナ
州
に
あ
る
。）
だ
と
い
う
。

一
五
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
五
六
）

せ
た
大
統
領
令
九
〇
六
六
号
が
発
布
さ
れ
た
。
一
〇
万
人
以

上
の
日
系
人
が
、
自
分
の
家
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
、
特
別
収

容
所
に
拘
禁
さ
れ
る
こ
と
で
、
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。

我
々
は
今
、
そ
の
退
去
が
単
に
誤
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ

け
で
無
く
、
日
系
人
達
は
忠
実
な
米
国
人
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
戦
場
で
、

そ
し
て
家
庭
で
、
日
系
人
の
名
は
、
我
々
の
こ
の
共
通
の
国

家
に
お
け
る
幸
福
と
こ
の
安
全
の
た
め
に
為
さ
れ
た
犠
牲
と

貢
献
の
米
国
史
の
中
に
書
か
れ
て
お
り
、
今
後
も
書
き
つ
が

れ
て
い
く
。

大
統
領
命
令
九
〇
六
六
号
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ

り
に
そ
の
効
力
を
失
っ
た
が
、
そ
れ
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う

正
式
な
宣
言
は
な
か
っ
た
。
そ
の
明
白
な
文
書
に
よ
り
、
今

日
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
影
響
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
、
日
系
人
の
間
で
懸
念
と
な
っ
て
い
る
。
私
が
今
日

こ
こ
に
署
名
す
る
宣
言
は
そ
の
実
際
上
の
す
べ
て
の
疑
い
を

除
去
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
米
国
の
人
々
に
、
過
去
の
悲
劇
的
経
験
か
ら
学
ん

だ
生
粋
の
米
国
人
の
約
束
と
し
て
、
米
国
の
個
々
人
が
享
有

す
る
自
由
と
正
義
と
い
う
宝
は
永
遠
の
も
の
で
あ
り
、
二
度

戦
争
終
了
後
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
復
学
し
て

社
会
学
の
博
士
号
を
取
り
、
世
界
各
地
で
教
職
に
就
い
た
。
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
に
応
じ
た
一
九
六
七
年
当
時
は
、
カ
ナ
ダ
の
ア
ル
バ
ー

タ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
二
年
一
月
二
日
、
九
三
歳
で
死

去
し
た
。

2　

行
政
命
令
九
〇
六
六
号
の
廃
止

一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
ア
フ
リ
カ
系
市
民
を
中
心
と
し
た

公
民
権
運
動
の
盛
り
上
が
り
の
影
響
を
受
け
て
、
日
系
人
の
間
に

お
い
て
も
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
自
分
た
ち
の
歴
史
の
見
直

し
の
一
環
で
、
戦
時
中
の
強
制
転
住
措
置
を
正
義
に
反
す
る
行
為

と
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
補
償
を
政
府
に
対
し
求
め
る
運
動
が
盛

り
上
が
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
七
六
年
二
月
一
九
日
、
す
な
わ
ち
行
政

命
令
九
〇
六
六
号
が
発
令
さ
れ
た
の
と
同
じ
日
を
敢
え
て
選
ん
で
、

フ
ォ
ー
ド
（G

erald R
udolph F

ord, Jr

）
大
統
領
は
、
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
公
式
の
式
典
で
、
布
告
四
四
一
七
号
に
署
名

し
、
次
の
様
に
行
政
命
令
九
〇
六
六
号
の
取
り
消
し
を
表
明
し
た

（
10
）

。

「
二
月
一
九
日
は
、
米
国
の
歴
史
の
中
で
非
常
に
、
非
常

に
悲
し
い
日
の
記
念
日
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
の
こ
の
日
、

結
果
と
し
て
非
常
に
多
く
の
忠
実
な
米
国
人
を
強
制
移
住
さ

一
五
六



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
五
七
）

文
書
類
の
調
査
・
収
集
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
委
員
会
は
、

一
九
八
三
年
二
月
に
、
国
家
と
し
て
の
謝
罪
と
一
人
あ
た
り
二
万

ド
ル
の
補
償
及
び
名
誉
回
復
措
置
を
勧
告
す
る
報
告
書
『
否
定
さ

れ
た
個
人
の
正
義
』
を
ま
と
め
、
公
表
し
た

（
11
）

。
一
九
八
八
年
八
月

に
、
連
邦
議
会
は
、
調
査
委
員
会
の
勧
告
に
従
っ
た
「
市
民
自
由

法
（C

ivil L
iberties A

ct of 1988

）」
を
制
定
し
た
。
八
月

一
〇
日
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
謝
罪
の
言
葉
と
共
に
、
約
六
万

人
と
見
積
も
ら
れ
た
生
存
中
の
元
抑
留
者
に
、
一
人
二
万
ド
ル
の

支
払
い
を
行
う
こ
の
法
律
に
署
名
し
た
。

三　

コ
レ
マ
ツ
対
合
衆
国
事
件

こ
のK

orem
atsu v. U

nited S
tates, 323 U

.S
. 214 

（1944

）

事
件
は
、
基
本
的
に
は
上
記
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
事
件
と
同
様
の
事
件
で

あ
る
。
た
だ
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
が
問
題
に
し
た
の
が
、
外
出
禁
止
と

い
う
比
較
的
軽
い
強
制
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
コ
レ
マ
ツ
事
件
は
、

日
系
人
の
強
制
収
容
そ
れ
自
体
が
問
題
と
さ
れ
た
点
で
、
よ
り
深

刻
な
内
容
と
な
っ
た
。

（
一
）　

事
実

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
（F

red T
oyosaburo K

orem
atsu

＝

是
松
豊
三
郎
）
は
、
一
九
一
九
年
一
月
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

と
こ
の
よ
う
な
過
ち
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
、
私

と
と
も
に
再
確
認
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。」

日
系
米
市
民
連
盟
（Japan A

m
erican C

itizens L
eague

＝

JA
C
L

）
は
、
一
九
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
米
国
で
一
番
古
い
ア

ジ
ア
系
市
民
の
た
め
の
団
体
で
あ
る
が
、
一
九
七
九
年
三
月
に
、

補
償
の
実
現
に
至
る
ま
で
の
過
程
と
し
て
、
当
時
の
政
治
情
勢
と

世
論
の
動
向
に
か
ん
が
み
て
直
接
補
償
を
求
め
ず
、
ま
ず
強
制
立

退
き
・
転
住
・
抑
留
に
つ
い
て
の
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
事
実

関
係
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
議
会
に
報
告
し
、
次
に
調
査
委
員

会
の
報
告
に
基
づ
い
た
補
償
法
案
を
議
会
に
提
出
す
る
と
い
う
二

段
が
ま
え
の
方
針
を
採
択
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
く
調
査
委
員

会
法
案
が
日
系
議
員
に
よ
り
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
、
一
九
八
〇

年
七
月
、「
戦
時
に
お
け
る
民
間
人
の
転
住
・
抑
留
に
関
す
る
委

員
会
」（C

om
m
ission on W

artim
e R

elocation and Internm
ent 

of C
ivilians

＝C
W

R
IC

）
設
置
法
と
し
て
成
立
し
た
。

調
査
委
員
会
は
、
一
九
八
一
年
七
月
か
ら
一
二
月
ま
で
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
等
で
公
聴
会
を
開
き
、
日
系
人
、

元
政
府
職
員
、
元
軍
幹
部
、
一
般
市
民
、
歴
史
学
者
な
ど
約

七
五
〇
人
か
ら
証
言
を
得
る
と
と
も
に
、
一
九
八
一
年
七
月
か
ら

一
九
八
二
年
一
二
月
に
か
け
て
政
府
機
関
・
大
学
等
で
所
蔵
す
る

一
五
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
五
八
）

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
が
こ
れ
に
同
意
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ

は
補
足
意
見
を
書
き
、
ま
た
、
ロ
バ
ー
ツ
、
マ
ー
フ
ィ
及
び
ジ
ャ

ク
ス
ン
が
反
対
意
見
を
書
い
た
。

最
高
裁
は
、
こ
の
事
件
で
も
、
ホ
ー
ム
ズ
判
事
の
作
り
出
し
た

明
白
か
つ
現
在
の
危
険
基
準
を
用
い
て
判
断
し
て
い
る
。

「
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
事
件
で
当
法
廷
が
表
明
し
た
原
則
に
鑑
み

て
、
実
施
時
点
で
西
海
岸
の
戦
争
地
域
か
ら
日
系
人
を
追
放

す
る
こ
と
が
議
会
及
び
行
政
府
の
戦
争
権
限
を
超
え
た
も
の

で
あ
る
旨
、
当
法
廷
と
し
て
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

確
か
に
、
毎
日
午
後
八
時
か
ら
翌
日
午
前
六
時
ま
で
自
宅
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
よ
り
、
自
宅
の
あ
る
地
域
か
ら
強
制
退
去

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
は
る
か
に
大
き
な
権
利
の
剥
奪
で
あ
る
。

ま
た
、
軍
当
局
が
公
共
の
安
全
に
対
す
る
最
も
重
大
な
差
し

迫
っ
た
危
険
が
存
在
す
る
と
判
断
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、

憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。」

そ
の
上
で
、
次
の
様
に
結
論
を
下
す
。

「
コ
レ
マ
ツ
は
、
彼
、
あ
る
い
は
彼
の
人
種
に
対
す
る
敵

意
の
た
め
に
、
軍
地
区
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
彼

が
排
除
さ
れ
た
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
本
帝
国
と
戦
争
を
し

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
正
当
に
設
立
さ
れ
た
軍
当
局
が
西
海

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
後
は
、
溶
接
工
と
し
て
働

い
て
い
た
。
一
九
四
二
年
五
月
三
日
に
、
デ
ウ
ィ
ッ
ト
中
将
が
日

系
米
国
人
に
対
し
て
、
五
月
九
日
ま
で
に
手
荷
物
以
外
の
財
産
を

処
分
し
て
、
当
局
に
出
頭
し
た
う
え
で
、
速
や
か
に
収
容
所
へ
移

る
こ
と
を
命
じ
た
。
彼
は
、
強
制
収
容
所
に
入
る
こ
と
を
嫌
っ
て

住
所
地
か
ら
逃
亡
し
、
ス
ペ
イ
ン
系
ハ
ワ
イ
人
と
名
乗
っ
て
バ
ー

ク
レ
ー
の
ト
レ
ー
ラ
ー
会
社
で
溶
接
工
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、

日
系
人
と
気
付
か
れ
て
五
月
三
〇
日
に
逮
捕
さ
れ
た
。

米
自
由
人
権
協
会

（
12
）

は
、
彼
の
事
件
を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
法

廷
で
戦
お
う
と
考
え
、
彼
も
こ
れ
を
承
諾
し
た
。

九
月
八
日
に
コ
レ
マ
ツ
は
、
軍
令
違
反
に
よ
り
、
北
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
連
邦
地
裁
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
た
だ
し
、
コ
レ
マ

ツ
が
法
廷
で
米
国
に
忠
誠
を
誓
う
宣
誓
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
禁

固
刑
で
は
な
く
五
年
の
保
護
観
察
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
判
決
に
対
し
、
コ
レ
マ
ツ
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し

た
。（

二
）　

判
決
の
内
容

判
決
は
一
九
四
四
年
一
二
月
一
八
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
。
連
邦

最
高
裁
判
所
は
、
六
対
三
で
有
罪
判
決
を
下
し
た
。
判
決
意
見
は

ブ
ラ
ッ
ク
判
事
が
執
筆
し
、
ス
ト
ー
ン
、
リ
ー
ド
、
ラ
ト
リ
ッ
ジ
、

一
五
八



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
五
九
）

（
四
）　

反
対
意
見

1　

ロ
バ
ー
ツ
判
事

ロ
バ
ー
ツ
判
事
は
、
本
件
は
本
人
の
祖
先
の
み
を
理
由
に
し
た

も
の
で
、
本
人
の
合
衆
国
に
対
す
る
忠
誠
に
つ
い
て
は
、
何
の
調

査
も
せ
ず
に
処
罰
し
て
い
る
点
で
、
そ
の
違
憲
性
は
明
白
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

2　

マ
ー
フ
ィ
判
事

マ
ー
フ
ィ
（W

illiam
 F

rancis M
urphy

）
判
事
も
、
本
人
個

人
に
対
す
る
評
価
で
は
無
く
、
集
団
に
対
す
る
評
価
を
基
に
処
罰

し
て
い
る
点
で
違
憲
と
す
る
。

マ
ー
フ
ィ
判
事
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
の
場
合
に
は
、「
こ
の

剥
奪
行
為
が
公
共
の
危
険
に
合
理
的
に
関
連
し
て
い
て
、
そ
れ
は

遅
滞
を
許
さ
な
い
ほ
ど
に
非
常
に
差
し
迫
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
危
険
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
通
常
の
憲
法
上
の
手
続
の
介
在
を

認
め
な
い
ほ
ど
の
も
の
か
ど
う
か
」
と
い
う
審
査
基
準
を
提
案
し
、

本
件
排
除
命
令
は
こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
す
る
。

「
そ
の
血
液
中
に
日
本
人
の
血
が
流
れ
て
い
る
者
全
部
を

一
時
的
に
せ
よ
、
永
久
的
に
せ
よ
、
排
除
す
る
こ
と
は
、
何

ら
こ
の
様
な
合
理
的
関
連
性
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
排
除
命
令
が
合
理
的
で
あ
る
た
め
に
は
、

岸
へ
の
侵
攻
を
恐
れ
、
適
切
な
警
備
対
策
を
す
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
状
況
の
軍
事
的
緊
急
性
に
鑑

み
、
軍
当
局
が
、
日
本
人
の
先
祖
を
も
つ
す
べ
て
の
市
民
を

西
海
岸
か
ら
一
時
的
に
隔
離
す
る
と
決
定
し
た
か
ら
で
あ
り
、

そ
し
て
最
後
に
、
議
会
は
戦
争
を
行
う
に
当
た
り
、
軍
事
指

導
者
を
信
頼
し

│
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が

│
軍

当
局
は
少
な
く
と
も
、
ま
さ
に
こ
れ
を
行
う
権
限
を
持
つ
べ

き
だ
と
決
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
部
日
系
人
の
中
に
は
忠
誠
を
欠
く
者
が
あ
っ
た
証
拠
が

あ
る
の
で
、
軍
当
局
は
、
行
動
を
起
こ
す
必
要
性
は
高
く
、

そ
の
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
静
か
に
過
去

を
振
り
返
っ
て
も
、
そ
の
当
時
の
こ
れ
ら
の
行
動
が
正
当
で

は
な
か
っ
た
と
、
い
ま
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」

（
三
）　

補
足
意
見

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
は
、
次
の
様
に
補
足
意
見
を
述
べ
て

い
る
。「

戦
争
遂
行
権
の
下
で
と
ら
れ
た
行
動
の
効
力
は
、
完
全

に
戦
争
の
情
況
の
中
で
判
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
行
為
は
、
平
時
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
違
法
に
な
る
と
い

う
理
由
で
非
難
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」

一
五
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
六
〇
）

情
報
部
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
、
日
系
市
民
に
は
何
ら
安
全
上
の

問
題
は
無
い
、
と
い
う
報
告
を
握
り
つ
ぶ
し
て
い
た
こ
と
を
発
見

し
た
。
こ
れ
は
、
軍
が
連
邦
最
高
裁
判
所
で
偽
証
を
行
い
、
政
府

の
代
理
人
達
が
故
意
に
虚
偽
の
告
発
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

コ
レ
マ
ツ
は
、
一
九
八
二
年
一
月
に
有
罪
判
決
を
覆
す
べ
く
、

連
邦
裁
判
所
に
自
己
誤
審
令
状
（w

rits of error coram
 nobis

）

の
発
給
を
上
申
し
た
。
一
九
八
三
年
一
一
月
一
〇
日
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
米
連
邦
地
方
裁
判
所
の
パ
テ
ル
（M

arilyn H
all 

P
atel

）
判
事
は
、
正
式
に
有
罪
判
決
を
取
り
消
し
た
。
こ
の
判

決
に
よ
り
、
コ
レ
マ
ツ
の
前
科
は
抹
消
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年
、
ク
リ
ン
ト
ン
（B

ill C
linton

）
大
統
領
は
、

次
の
言
葉
と
と
も
に
、
一
般
市
民
と
し
て
は
最
高
位
の
勲
章
で
あ

る
大
統
領
自
由
勲
章
（P

residential M
edal of F

reedom

）
を

コ
レ
マ
ツ
に
授
与
し
た
。

「
私
た
ち
の
国
の
正
義
探
索
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
一
部

の
一
般
市
民
の
名
前
、
す
な
わ
ち
プ
レ
ッ
シ
ィ
、
ブ
ラ
ウ
ン
、

パ
ー
ク
ス
等
の
名
は
何
百
万
の
魂
の
前
に
立
っ
て
い
る
。 

そ
の
著
名
な
リ
ス
ト
に
、
今
日
我
々
は
、
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ

マ
ツ
の
名
前
を
追
加
す
る

（
13
）

。」

こ
の
言
葉
の
中
に
あ
る
プ
レ
ッ
シ
ィ
は
、P

lessy v. F
erguson 

必
然
的
に
日
系
人
す
べ
て
が
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
や
ス
パ
イ
活
動

を
行
っ
た
り
、
敵
日
本
軍
を
こ
れ
ら
以
外
の
方
法
で
援
助
し

た
り
す
る
と
い
う
危
険
な
傾
向
を
有
し
て
い
る
と
い
う
仮
定

に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
理
性
、
論
理
、

経
験
の
す
べ
て
を
も
っ
て
考
え
て
も
、
こ
の
よ
う
な
仮
定
を

支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

3　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事

ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
も
、
こ
れ
を
集
団
に
対
す
る
評
価
で
個
人
を

処
罰
し
て
い
る
点
で
違
憲
と
す
る
。

「
提
出
さ
れ
た
証
拠
か
ら
し
て
、
こ
の
命
令
が
合
理
的
に

見
て
当
を
得
た
軍
事
的
予
防
手
段
で
あ
っ
た
と
も
、
無
か
っ

た
と
も
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
例
え
こ
の
命
令

が
軍
事
上
許
さ
れ
た
処
置
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
は
こ
の

命
令
が
憲
法
上
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
は
到

底
で
き
な
い
。」

（
五
）　

そ
の
後

一
九
八
一
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
の
ア

イ
ア
ン
ズ
（P

eter Irons

）
教
授
が
、
コ
レ
マ
ツ
事
件
に
関
し

て
情
報
公
開
請
求
を
し
て
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
当
時
に
お
け
る

訟
務
長
官
フ
ェ
イ
（C

harles H
. F

ahy

）
が
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
及
び
軍

一
六
〇



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
六
一
）

A
rm

y F
orces, W

estern P
acifi c, 327 U

.S
. 1 

（1946

）
は
、

日
本
陸
軍
の
山
下
奉と

も

文ゆ
き

大
将
に
対
す
る
軍
事
裁
判
に
関
わ
る
事
件

で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
七
年
ハ
ー
グ
陸
戦

条
約

（
16
）

四
条
及
び
五
条
で
あ
っ
た
。

第
四
条　

捕
虜
は
敵
の
政
府
の
権
限
に
属
し
、
こ
れ
を
捕
ら

え
た
個
人
、
部
隊
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
捕
虜
は
人

道
を
も
っ
て
取
り
扱
う
べ
し
。
兵
器
、
馬
匹
、
軍
用
書
類

を
除
き
、
捕
虜
の
所
有
す
る
も
の
を
没
収
し
て
は
な
ら
な

い
。

第
五
条　

捕
虜
は
都
市
、
城
塞
、
陣
営
そ
の
他
の
場
所
に
留

置
さ
れ
、
一
定
の
地
域
外
に
出
ざ
る
義
務
を
負
う
。
し
か

し
、
や
む
を
得
な
い
保
安
手
段
と
し
て
そ
の
幽
閉
が
許
さ

れ
る
。

米
軍
は
、
あ
え
て
こ
の
条
項
を
無
視
し
、
山
下
将
軍
を
、
本
人

が
感
知
し
な
い
間
に
行
わ
れ
た
部
下
の
非
行
に
対
す
る
監
督
責
任

不
履
行
と
い
う
理
由
で
、
死
刑
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
判
決
は
、
戦
争
犯
罪
に
お
け
る
指
揮
責
任
（C

om
m
and 

responsibility

）
を
問
題
に
し
た
も
の
で
、
こ
れ
が
採
用
し
た
判

断
基
準
は
、
山
下
基
準
（Y

am
ashita standard

）
と
呼
ば
れ
る
。

（1896

）
事
件
の
主
役
で
あ
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
そ
の
判
決
を
半

世
紀
後
に
覆
し
たB

row
n v. B

oard of E
ducation 

（1954

）
の

主
役
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ス
（R

osa L
ouise M

cC
auley P

arks

）
は
、
一
九
五
五

年
に
ア
ラ
バ
マ
州
で
公
営
バ
ス
の
運
転
手
の
命
令
に
背
い
て
白
人

に
席
を
譲
る
の
を
拒
み
、
人
種
分
離
法
違
反
の
か
ど
で
逮
捕
さ
れ

て
著
名
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
パ
ー
ク
ス
事
件
を
契
機
に

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
バ
ス
・
ボ
イ
コ
ッ
ト

（
14
）

事
件
が
勃
発
し
、
ア
フ
リ

カ
系
米
国
人
（
黒
人
）
に
よ
る
公
民
権
運
動
の
導
火
線
と
な
っ
た

こ
と
で
、
彼
女
は
米
国
史
上
の
文
化
的
象
徴
と
見
な
さ
れ
、
米
国

連
邦
議
会
か
ら
「
公
民
権
運
動
の
母
（the m

other of the 
freedom

 m
ovem

ent

）」
と
呼
ば
れ
た

（
15
）

。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
い
ず

れ
も
自
ら
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
点
で
特
徴
が
あ
る
。
コ
レ
マ
ツ

は
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
と
違
っ
て
、
受
動
的
に
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た

点
で
、
他
の
者
と
は
少
し
異
質
で
あ
る
が
、
事
件
の
歴
史
的
重
要

性
か
ら
、
ク
リ
ン
ト
ン
は
彼
ら
と
並
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

コ
レ
マ
ツ
は
二
〇
〇
六
年
四
月
一
二
日
、
八
六
歳
で
死
去
し
た
。

四　

山
下
対
ス
タ
イ
ヤ
ー
事
件

こ
のY

am
ashita v. S

tyer, C
om

m
anding G

eneral, U
.S

. 

一
六
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
六
二
）

は
、
判
決
を
不
服
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
高
裁
に
、
死
刑
執
行
の

差
止
め
と
人
身
保
護
令
状
の
発
出
を
求
め
る
上
申
書
を
提
出
し
た
。

上
申
理
由
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

⒜　

申
立
人
に
有
罪
判
決
を
下
し
た
軍
事
委
員
会
は
適
法
に

組
織
さ
れ
て
い
な
い
。
申
立
人
を
戦
時
国
際
法
に
違
反
し

た
廉
で
罰
そ
う
と
し
て
い
る
軍
事
委
員
会
を
、
日
米
両
国

軍
の
間
で
停
戦
後
に
合
法
的
に
招
集
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

⒝　

申
立
人
の
利
益
に
反
し
、
戦
時
国
際
法
違
反
の
廉
で
告

発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⒞　

軍
事
委
員
会
は
、
訴
訟
手
続
に
お
い
て
一
貫
し
て
供
述

録
取
書
、
宣
誓
供
述
書
及
び
伝
聞
証
拠
を
許
可
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
証
拠
を
認
め
る
委
員
会
の
裁
定
は
軍
律

（
19
）

二
五

条
及
び
三
八
条
並
び
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約

（
20
）

に
違
反
し
て
お

り
、
第
五
修
正
の
定
め
る
適
正
手
続
条
項
に
違
反
し
て
公

正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、

権
限
も
管
轄
権
も
な
く
、
申
立
人
を
裁
い
た
。

⒟　

軍
事
委
員
会
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
六
〇
条
で
要
求
さ

れ
る
交
戦
国
と
し
て
の
日
本
の
利
益
を
代
表
す
る
中
立
国

に
、
申
立
人
の
裁
判
の
予
告
を
与
え
て
い
な
い
点
に
お
い

（
一
）　

背
景
と
な
る
事
実

山
下
は
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
年
）
生
ま
れ
で
、
太
平
洋

戦
争
の
緒
戦
に
お
い
て
第
二
五
軍
司
令
官
と
し
て
マ
レ
ー
作
戦
を

指
揮
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
攻
略
し
た
。
そ
の
後
、
敗
色
が
濃
厚

と
な
っ
た
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
年
）
に
第
一
四
方
面
軍
司
令

官
に
起
用
さ
れ
、
日
本
軍
が
占
領
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
防
衛

戦
を
指
揮
し
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
ら
の
指
揮
す
る
連
合
軍
に
対
し

て
善
戦
す
る
が
、
徐
々
に
兵
力
差
で
圧
倒
さ
れ
、
最
終
的
に
は
山

岳
地
帯
へ
退
い
て
の
持
久
戦
に
追
い
込
ま
れ
、
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
年
）
九
月
三
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ギ
オ
に
お
い
て

降
伏
し
た
。

降
伏
時
は
捕
虜
と
し
て
扱
わ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
戦
犯
と
さ
れ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
お
い
て
軍
事
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
華
僑
虐
殺
事
件

（
17
）

、
マ
ニ
ラ
大
虐
殺

（
18
）

等
に
関
し
、「
違
法

に
、
指
揮
官
と
し
て
、
彼
の
部
下
が
戦
争
犯
罪
に
関
与
す
る
こ
と

を
禁
じ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
行
為
を
制
御
す
る
義
務
を
果
た
さ
ず
、

失
敗
し
た
責
任
と
い
う
、
一
種
の
不
作
為
責
任
を
問
わ
れ
、

一
九
四
五
年
一
二
月
七
日
、
つ
ま
り
、
真
珠
湾
奇
襲
の
日
か
ら
四

年
目
に
あ
た
る
日
を
選
ん
で
、
絞
首
刑
と
い
う
判
決
が
下
さ
れ
た
。

死
刑
判
決
後
、
米
陸
軍
の
法
務
将
校
か
ら
な
る
山
下
の
弁
護
団

一
六
二



戦
争
と
連
邦
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裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
六
三
）

違
反
し
て
な
さ
れ
た
攻
撃
に
対
す
る
裁
判
と
処
罰
を
行
う
適

切
な
法
廷
で
あ
る
事
を
認
識
し
た
。」「
我
々
は
こ
こ
で
改
め

て
ク
ィ
リ
ン
審
判
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
身
保
護
令

状
の
申
請
に
対
し
、
我
々
は
申
立
人
の
有
罪
か
無
罪
か
を
判

断
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
こ
で
は
単
に
申
立
人

の
攻
撃
行
為
に
対
し
て
司
法
判
断
を
行
お
う
と
す
る
委
員
会

が
、
合
法
的
な
権
限
を
有
す
る
か
否
か
だ
け
を
考
慮
す
る
。

本
事
件
で
は
、
そ
れ
は
、
議
会
が
定
め
た
軍
律
に
よ
っ
て
判

断
す
る
軍
事
法
廷
が
支
配
し
、
判
決
す
る
権
限
を
有
す
る
裁

判
所
で
あ
る
か
、
と
い
う
点
だ
け
が
本
法
廷
の
審
査
対
象
で

あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
、
自
ら
の
権
限
を
き
わ
め
て
狭
め
た
上
で
、
そ
の

権
限
内
の
点
に
つ
い
て
次
の
様
に
審
理
を
行
っ
た
。

「
政
府
の
主
張
は
、
ス
タ
イ
ヤ
ー
将
軍
の
命
令
に
よ
り
組

織
さ
れ
た
軍
事
委
員
会
は
、
申
立
人
と
い
う
、
戦
時
中
に
米

国
領
土
を
占
領
し
た
間
に
、
好
戦
的
な
敵
が
犯
し
た
戦
時
法

違
反
に
対
し
、
敵
軍
を
指
揮
し
て
い
た
申
立
人
を
裁
く
、
と

い
う
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
権
限
を
付
与
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
我
々
の
第
一
の
審
査
は
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
委

員
会
が
合
法
的
な
軍
事
的
命
令
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
も
の
か

て
、
権
限
も
管
轄
権
も
な
く
申
立
人
を
裁
い
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
最
高
裁
判
所
は
、
同
最
高
裁
の
管
轄
権
が
、
裁
判

に
申
立
人
を
配
置
す
る
委
員
会
の
管
轄
の
問
い
合
わ
せ
に
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
、
軍
事
委
員
会
は
、
ス
タ
イ
ヤ
ー
将
軍
の
命
令
に
よ

り
有
効
に
組
織
さ
れ
て
お
り
、
申
立
人
に
対
す
る
管
轄
権
を
有
し

て
い
た
こ
と
、
を
理
由
と
し
て
、
人
身
保
護
令
状
の
発
布
を
拒
否

し
た
。
そ
こ
で
、
弁
護
団
は
米
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
申
し
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

判
決
は
六
対
二
で
上
申
を
退
け
た

（
21
）

。
法
廷
意
見
は
ス
ト
ー
ン
長

官
が
執
筆
し
た
。
ラ
ト
リ
ッ
ジ
判
事
及
び
マ
ー
フ
ィ
判
事
が
反
対

意
見
を
書
い
た
。

「
ク
ィ
リ
ン
審
判
に
お
い
て
、
我
々
は
戦
時
法
に
違
反
し

た
敵
性
戦
闘
員
の
裁
判
を
行
う
軍
事
委
員
会
を
創
設
す
る
に

当
た
り
、
そ
の
法
源
、
性
格
及
び
権
限
に
関
し
詳
細
に
考
察

す
る
機
会
を
得
た
。
我
々
は
、
そ
の
際
、
議
会
が
合
衆
国
憲

法
一
条
八
節
一
〇
項
の
定
め
る
権
限
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

議
会
は
『
国
際
法
（
戦
時
法
は
そ
の
一
部
で
あ
る
）
に
反
す

る
攻
撃
を
定
義
し
、
罰
す
る
』
た
め
に
、
軍
律
に
依
っ
て
軍

司
令
官
が
『
軍
事
委
員
会
』
を
任
命
す
る
こ
と
が
、
従
前
か

ら
合
衆
国
軍
に
実
行
上
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
戦
時
法
に

一
六
三
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（
一
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四
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こ
れ
に
よ
り
、
裁
判
は
合
法
的
な
も
の
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
連
邦
最
高
裁
は
言
う
。

「
戦
争
の
遂
行
に
あ
た
り
重
要
な
事
は
、
軍
司
令
官
に
よ

る
対
応
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
敵
を
撃
退

し
、
打
倒
す
る
こ
と
で
は
無
く
、
誰
が
、
我
々
の
軍
事
的
努

力
を
妨
害
し
、
ま
た
は
妨
害
し
よ
う
と
試
み
る
に
あ
た
り
、

戦
時
法
に
違
反
し
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
戦
時
法

違
反
行
為
に
関
与
し
た
敵
性
戦
闘
員
に
対
す
る
裁
判
と
刑
罰

は
、
こ
の
よ
う
な
違
反
に
対
す
る
予
防
措
置
と
し
て
戦
争
行

為
の
一
部
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
を
管
理
す
る
た

め
に
、
議
会
に
よ
っ
て
行
政
庁
に
認
可
さ
れ
た
権
限
の
遂
行

で
も
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。〈
中
略
〉
我
々
は
、
少
な
く
と

も
平
和
が
、
正
式
に
、
条
約
や
政
府
の
宣
言
に
よ
っ
て
認
定

さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
停
止
前
に
関
与
さ
れ
た
戦
時
法
の
違

反
を
裁
く
委
員
会
を
招
集
す
る
権
限
が
消
滅
す
る
、
と
言
う

事
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
権
限
が
、
停
戦
で
消
滅
す
る

と
考
え
た
場
合
に
は
、
実
際
上
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
戦
時

法
の
下
に
お
け
る
軍
事
裁
判
シ
ス
テ
ム
は
、
機
能
し
な
い
で

あ
ろ
う
。
戦
闘
の
中
止
後
で
な
け
れ
ば
、
犯
罪
者
の
大
半
及

び
そ
の
首
魁
が
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
に
課
す
る
こ
と
は
可
能
で

否
か
で
あ
り
、
仮
に
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
権
限
は
日
米
両

軍
の
間
の
休
戦
後
に
申
立
人
に
対
し
て
裁
判
す
る
こ
と
を
与

え
る
も
の
か
否
か
で
あ
る
。」

そ
し
て
、
事
実
と
し
て
は
次
の
様
な
こ
と
が
あ
る
と
認
定
し
た
。

「
大
統
領
命
令
に
基
づ
き
、
米
軍
統
合
参
謀
本
部
は
、

一
九
四
五
年
九
月
一
二
日
に
、
裁
判
を
続
行
す
る
に
は
太
平

洋
方
面
米
軍
最
高
司
令
官
で
あ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
は
、

日
本
軍
の
戦
争
犯
罪
者
に
対
し
て
、
適
切
な
軍
事
法
廷
の
前

に
『
逮
捕
さ
れ
、
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
』
旨
を
教
示

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
九
月
二
四
日
の
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
将
軍
の
命
に
よ
り
、
ス
タ
イ
ヤ
ー
将
軍
は
、
具
体

的
に
申
立
人
の
裁
判
を
続
行
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
の

命
令
に
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
が
戦
争
犯
罪
者
の
裁
判
の

た
め
に
指
令
し
た
細
則
お
よ
び
規
制
を
伴
っ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
規
制
は
、
と
り
わ
け
軍
事
委
員
会
に
よ
っ
て
審
査
に
あ

た
り
、『
承
認
、
軽
減
、
付
託
さ
れ
た
権
限
、
減
刑
、
差
し

止
め
、
緩
和
な
い
し
判
決
を
変
更
す
る
権
限
』
が
定
め
ら
れ
、

死
刑
判
決
は
、
太
平
洋
方
面
米
軍
最
高
司
令
官
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
る
ま
で
、
実
施
す
べ
き
で
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
た
。」

一
六
四
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争
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連
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斐
）

（
一
六
五
）

『
何
人
（any person

）』
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
い
か
な

る
例
外
も
、
戦
争
犯
罪
で
訴
追
さ
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
な

い
し
は
敵
性
戦
闘
員
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
者
に
も
、
認

め
ら
れ
な
い
。
実
際
、
そ
の
よ
う
な
例
外
は
、
憲
法
を
現
在

あ
る
よ
う
な
偉
大
な
文
書
た
ら
し
め
て
い
る
、
人
権
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
哲
学
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
五
修
正
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
て
い
る
、
適
正
手
続
き
保
障
を
含
む
個
人
の
不

可
侵
の
権
利
は
、
単
に
戦
場
に
お
い
て
他
に
勝
利
し
た
国
の

構
成
員
の
み
に
属
す
る
も
の
で
は
無
く
、
な
い
し
は
民
主
主

義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
与
す
る
者
だ
け
に
属
す
る
も
の
で
は

無
い
。
そ
れ
は
、
勝
利
者
で
あ
る
か
被
征
服
者
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
そ
の
人
種
、
皮
膚
の
色
も
し
く
は
信
仰
に
か
か
わ

り
な
く
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
あ
ら
ゆ
る
熱
狂
や
狂
乱
を
生
き
延
び
て
き
た
。
い
か
な

る
裁
判
所
も
し
く
は
立
法
府
な
い
し
行
政
府
も
、
世
界
最
強

の
軍
隊
で
さ
え
も
、
そ
れ
を
破
壊
で
き
た
こ
と
は
か
つ
て
な

い
。
そ
れ
は
、
権
利
の
普
遍
的
か
つ
不
滅
の
性
質
で
あ
り
、

第
五
修
正
の
適
正
手
続
条
項
は
、
生
命
及
び
自
由
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
時
、
合
衆
国
の
権
威
の
美
徳
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、

保
護
す
る
の
で
あ
る
。」

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

（
三
）　

反
対
意
見

反
対
意
見
は
マ
ー
フ
ィ
判
事
と
ラ
ト
リ
ッ
ジ
判
事
が
述
べ
た
。

特
に
マ
ー
フ
ィ
判
事
の
反
対
意
見
が
興
味
深
く
、
ラ
ト
リ
ッ
ジ
判

事
の
主
張
は
多
分
に
そ
れ
と
重
複
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

マ
ー
フ
ィ
判
事
の
意
見
だ
け
を
紹
介
す
る
。
マ
ー
フ
ィ
判
事
は
、

あ
る
意
味
で
逆
説
的
な
表
現
か
ら
議
論
を
始
め
る
。

「
本
法
廷
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
重
要
性
を
過
大
評
価

し
て
は
な
ら
な
い
。
米
軍
事
委
員
会
は
征
服
さ
れ
た
国
家
の

投
降
し
た
指
揮
官
を
、
戦
争
犯
罪
の
廉
で
裁
こ
う
と
し
て
組

織
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
行
為
の
根
拠
は
、
合
衆
国
憲
法
一

条
八
節
一
〇
項
の
『
合
衆
国
法
に
反
し
て
国
家
を
攻
撃
し
た

も
の
を
…
定
義
し
処
罰
す
る
』
と
い
う
規
定
に
あ
る
。
こ
の

事
件
に
関
し
て
提
起
さ
れ
る
厳
粛
な
問
題
は
、
そ
の
よ
う
に

組
織
さ
れ
、
権
限
を
与
え
ら
れ
た
軍
事
委
員
会
が
、
被
告
人

の
有
す
る
憲
法
上
の
手
続
き
的
権
利
、
特
に
第
五
修
正
の
適

正
手
続
き
保
障
を
無
視
で
き
る
か
で
あ
る
。

答
え
は
単
純
で
あ
る
。
第
五
修
正
の
保
障
す
る
適
正
手
続

き
は
、
合
衆
国
政
府
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
そ

の
機
関
に
よ
っ
て
、
罪
を
犯
し
た
と
し
て
訴
追
さ
れ
て
い
る

一
六
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
六
六
）

性
戦
闘
員
を
不
公
平
な
裁
判
に
掛
け
、
本
人
が
認
識
し
て
い

な
か
っ
た
犯
罪
で
彼
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
は
彼

に
私
達
の
応
報
感
情
を
発
散
す
る
こ
と
は
、
平
和
な
世
界
に

必
要
な
和
解
を
妨
げ
る
。」

確
か
に
、
合
衆
国
大
統
領
は
合
衆
国
憲
法
上
、
軍
の
最
高
司
令

官
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
山
下
裁
判
の
論
理

が
通
用
す
る
な
ら
ば
、
米
軍
の
あ
ら
ゆ
る
非
道
な
活
動

（
22
）

に
対
し
て
、

大
統
領
は
死
刑
判
決
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

（
四
）　

そ
の
後

一
九
四
六
年
二
月
二
三
日
、
山
下
の
絞
首
刑
が
執
行
さ
れ
た
。

処
刑
に
あ
た
っ
て
は
軍
服
の
着
用
も
許
さ
れ
ず
、
囚
人
服
の
ま
ま

で
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
彼
を
死
刑
に
す
る
だ
け
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
追

い
出
さ
れ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
復
讐
感
情
は
満
足
し
な
か
っ
た
ら

し
く
、
開
戦
当
時
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
軍
司
令
官
で
あ
っ
た
本
間

雅
晴
中
将
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
連
れ
戻
さ
れ
て
、
同
じ
く
軍
事
法

廷
で
裁
か
れ
、
死
刑
判
決
を
受
け
た
。
本
間
中
将
の
弁
護
団
も
、

山
下
事
件
と
同
じ
く
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
が
、
同
じ
く

六
対
二
の
判
決
で
却
下
さ
れ
た

（
23
）

。
そ
れ
で
も
本
間
中
将
は
、
銃
殺

刑
と
な
っ
た
点
で
、
山
下
大
将
に
比
べ
る
と
、
軍
人
と
し
て
処
遇

こ
の
よ
う
な
前
提
の
下
で
あ
れ
ば
、
適
正
手
続
き
を
完
全
に
無

視
し
た
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
が
合
憲
の
は
ず
は
無
い
。
さ
ら
に

マ
ー
フ
ィ
は
次
の
様
に
述
べ
る
。

「
私
の
意
見
で
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
は
、
我
が
人
民
の
、

人
類
共
通
の
理
想
を
高
め
る
た
め
に
行
っ
て
き
た
計
り
知
れ

な
い
犠
牲
の
伝
統
に
照
ら
し
、
あ
る
ま
じ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
感
情
の
高
ま
り
は
、
確
か
に
こ
れ
に
よ
っ
て
満
た

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
冷
静
に
な
れ
ば
、
今
日
の
制

裁
の
た
め
の
措
置
の
も
つ
無
限
界
性
と
危
険
な
意
味
合
い
が

理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
軍
隊
内
で
指
揮
を
執
る
立
場
に
い

る
、
軍
曹
か
ら
将
軍
に
至
る
ま
で
の
誰
も
が
、
そ
れ
が
も
た

ら
す
未
来
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
合
衆
国
大
統
領
と
そ

の
主
席
閣
僚
や
軍
事
顧
問
の
運
命
も
ま
た
、
こ
の
決
定
に

よ
っ
て
封
印
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら

に
重
要
な
の
は
、
こ
の
前
例
の
な
い
手
続
か
ら
、
憎
悪
や
嫌

悪
が
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
人

の
過
失
の
要
素
を
無
視
し
て
刑
罰
を
課
す
る
と
い
う
あ
ら
ゆ

る
手
段
の
持
つ
必
然
的
な
結
果
で
あ
る
。
こ
の
事
例
の
効
果

は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
で
我
々
は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で

人
権
を
扱
っ
て
い
る
が
た
め
に
、
無
限
に
拡
大
さ
れ
る
。
敵
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）

米
国
で
は
、
国
旗
に
対
し
、
学
童
が
毎
朝
敬
礼
し
、
忠
誠
の
誓

い
（
25
）

を
述
べ
る
と
い
う
こ
と
が
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
誓
い

の
言
葉
は
、
ベ
ラ
ミ
ー
（F

rancis B
ellam

y

及
び
そ
の
従
兄
弟
の

E
dw

ard B
ellam

y

）
に
よ
り
、
一
八
九
二
年
に
起
草
さ
れ
た
。
そ

の
時
点
に
お
い
て
は
、
学
童
は
、
国
旗
に
向
か
っ
て
右
手
を
斜
め

上
方
に
高
く
上
げ
、
忠
誠
の
言
葉
を
唱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ハ
リ
ソ
ン
大
統
領
の
発
案
に
よ
り
、
こ
の
忠
誠
の
誓
い
は
、

一
八
九
二
年
一
〇
月
一
二
日
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
・
デ
ー
に
、
公
立
学

校
で
初
め
て
行
わ
れ
た
。
但
し
、
こ
の
時
に
は
単
発
の
行
事
で

あ
っ
た
。

他
方
、
エ
ホ
バ
の
証
人
（Jehovah ’s W

itnesses

）
と
い
う
宗

教
団
体
が
あ
る
。
こ
の
団
体
の
最
大
の
特
徴
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

教
義
を
、
聖
書
に
照
ら
し
、
厳
格
に
遵
守
す
る
点
に
あ
る
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
偶
像
崇
拝
を
禁
止
す
る
。

エ
ホ
バ
の
証
人
は
、
こ
の
禁
止
を
厳
格
に
捉
え
、
国
旗
の
よ
う
な

政
治
的
象
徴
に
対
す
る
敬
礼
も
ま
た
、
偶
像
崇
拝
に
属
す
る
と
し

て
禁
止
す
る
。

一
九
四
〇
年
に
、
ゴ
ビ
テ
ィ
ス
事
件
（M

inersville S
chool 

D
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が
起
き
た
。
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
マ
イ
ナ
ー
ス
ヴ
ィ
ル
学
区
の
小
学
校
が
、
国
旗

さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
後
、
東
京
裁
判
で
広
田
弘
毅
元
総
理
大
臣
も
、
近
衛
内
閣

外
相
と
し
て
南
京
事
件
で
の
残
虐
行
為
を
止
め
な
か
っ
た
不
作
為

の
責
任
を
問
わ
れ
て
死
刑
判
決
を
受
け
た
た
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

を
相
手
取
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。
連
邦
最
高
裁
判

所
は
こ
れ
を
受
理
し
た
が
、
こ
の
山
下
判
決
を
先
例
と
し
て
あ
げ
、

「
連
合
軍
代
理
人
と
し
て
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
た
軍
事
法
廷
は
、
米
国
の
裁
判
所
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

米
国
の
裁
判
所
は
、
こ
の
事
件
を
、
見
直
し
、
確
定
し
、
取
り
消

し
、
あ
る
い
は
肯
定
す
る
い
か
な
る
権
限
も
有
し
な
い
」
と
い
う

理
由
の
下
に
、
人
身
保
護
令
状
の
発
給
は
拒
ま
れ
、
広
田
は
死
刑

と
な
っ
た

（
24
）

。

同
様
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
も
、
こ

の
判
決
が
先
例
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五 　

ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
教
育
委
員
会
対

バ
ー
ネ
ッ
ト
事
件

戦
争
は
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
意
外
な
影
響
を
与
え
る
。
そ
の
端

的
な
例
が
、
こ
のW

est V
irginia S

tate B
oard of E
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）
事
件
で
あ
る
。
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法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
六
八
）

に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
国
家
を
称
え
る
敬
礼
に
参
加
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
国
旗
に
対
す
る
敬
礼
の
拒
絶
は
、
不
服
従

の
行
為
と
見
な
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た
処
分
が
下
さ
れ
る
も
の
と

し
て
い
た
。

エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
で
あ
る
バ
ー
ネ
ッ
ト
姉
妹
は
、
教
義
に

し
た
が
っ
て
敬
礼
を
拒
否
し
、
退
学
処
分
を
受
け
た
。
こ
の
点
で
、

こ
の
事
件
は
、
ゴ
ビ
デ
ィ
ス
事
件
と
基
本
構
造
に
お
い
て
は
違
い

が
無
い
。

違
っ
て
い
た
の
は
、
第
一
に
こ
れ
が
、
米
国
が
ド
イ
ツ
と
の
死

闘
の
最
中
だ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
鍵
十

字
の
旗
に
対
し
て
「
ハ
イ
ル
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
」
と
叫
ん
で
、
一
斉
に

片
手
を
あ
げ
て
敬
礼
す
る
光
景
は
、
米
国
の
人
び
と
に
強
い
印
象

を
与
え
て
い
た
。
ベ
ラ
ミ
ー
式
の
敬
礼
は
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同

一
の
ポ
ー
ズ
を
取
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
州
教
育
委
員
会
の
決
定

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、
赤
十
字
等
に
「
ま

る
で
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
よ
う
だ
（being too m

uch like H
itler ’s

）」

と
評
判
が
大
変
悪
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
エ
ホ
バ
の
証
人
側
は
、
ゴ
ビ
テ
ィ
ス
事
件
に
お
け
る

信
教
の
自
由
侵
害
の
主
張
に
換
え
て
、
同
じ
第
一
修
正
で
あ
る
が
、

「
言
論
の
自
由
（F

ree speech

）」
の
侵
害
で
あ
る
と
立
論
し
た

へ
の
敬
礼
及
び
忠
誠
の
誓
い
を
拒
否
し
た
と
い
う
理
由
で
、
エ
ホ

バ
の
証
人
の
信
者
で
あ
る
児
童
二
人
を
退
学
処
分
に
し
た
事
件
で

あ
る
。
エ
ホ
バ
の
証
人
側
は
、
国
旗
へ
の
敬
礼
は
第
一
修
正
の
保

障
す
る
「
信
教
の
自
由
（F

ree exercise

）」
条
項
を
侵
害
す
る

と
主
張
し
た
に
対
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
八
対
一
の
多
数
で
、

そ
の
処
分
を
合
憲
と
し
た
（
た
だ
一
人
の
反
対
意
見
は
ス
ト
ー
ン

長
官
で
あ
る
）。
多
数
意
見
を
書
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事

は
、
国
旗
へ
の
忠
誠
は
、
国
家
統
合
の
意
識
を
高
め
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
国
家
の
統
合
こ
そ
が
国
家
安
全
保
障
の
基
礎
で
あ
る

か
ら
、
州
議
会
が
国
旗
へ
の
敬
礼
を
国
民
統
合
の
手
段
と
し
て
選

ん
だ
こ
と
を
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
説
い
た
。

（
一
）　

事
件
の
事
実
関
係

ゴ
ビ
テ
ィ
ス
事
件
最
高
裁
判
所
判
決
を
受
け
て
、
ウ
ェ
ス
ト

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
議
会
は
、
州
内
の
す
べ
て
の
学
校
に
対
し
、
合
衆

国
の
歴
史
、
公
民
、
憲
法
を
教
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
立
法
を

行
っ
た
。

州
教
育
委
員
会
で
は
、
一
九
四
二
年
一
月
九
日
に
、
ゴ
ビ
テ
ィ

ス
判
決
の
意
見
を
大
幅
に
採
用
し
た
形
で
、
国
旗
へ
の
忠
誠
義
務

を
定
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
教
師
及
び
生
徒
は
「
旗

一
六
八



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
六
九
）

す
ぐ
に
自
分
自
身
が
反
対
者
と
し
て
根
絶
さ
れ
る
。
意
見
の
強
制

的
統
一
は
、
墓
地
に
お
け
る
全
会
一
致
の
実
現
で
あ
る
。」
と
述

べ
、
強
く
否
定
し
た
。

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
は
、
敬
礼
の
強
制
に
生
徒
が
従

わ
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
は
、
退
学
処
分
を
す
る
こ
と
で
威

嚇
す
る
こ
と
が
、
国
家
の
統
一
を
促
進
す
る
た
め
に
許
容
さ
れ
る

方
法
で
あ
っ
た
と
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
は
、
そ
れ
に

不
服
が
あ
れ
ば
反
対
者
は
投
票
箱
で
解
決
す
る
べ
き
だ
と
し
て
い

た
。そ

れ
に
対
し
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
い
う
。

「
権
利
章
典
が
ま
さ
に
目
的
と
し
て
い
る
の
は
、
特
定
の

権
利
を
、
政
治
的
意
見
の
変
遷
か
ら
守
り
、
そ
れ
を
多
数
派

及
び
官
憲
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
き
、
そ
れ
を
裁
判

所
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
的
原
則
と
し
て
、
確
立
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。
個
人
の
言
論
の
自
由
、
報
道
の
自
由
、
礼
拝

と
集
会
の
自
由
、
お
よ
び
他
の
基
本
的
権
利
は
投
票
の
対
象

と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
選
挙
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に

あ
る
。」

（
三
）　

そ
の
後

上
述
の
よ
う
に
、
ベ
ラ
ミ
ー
式
の
国
旗
へ
の
敬
礼
方
法
が
ナ
チ

点
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
特
定
宗
教
の
問
題
で
は
無
く
、
一
般
的

な
人
権
の
問
題
へ
と
変
容
し
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

判
決
は
、
六
対
三
で
ゴ
ビ
テ
ィ
ス
判
決
を
覆
し
、
州
教
育
委
員

会
の
規
定
を
違
憲
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
反
対
意
見
は
、
ゴ
ビ

テ
ィ
ス
判
決
の
執
筆
者
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
及
び
ロ
バ
ー
ツ
、

リ
ー
ド
両
判
事
で
あ
っ
た
。
法
廷
意
見
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
が
執

筆
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
立
論
は
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ァ
ー
タ
の
意
見
の
、
合
憲
と
し
た
根
拠
の
妥
当
性
を
一
つ

一
つ
問
題
に
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
は
、
国
旗
へ
の
敬
礼
儀
式
は
、

国
民
の
団
結
が
そ
れ
に
依
存
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
「
凝
集
感

情
（cohesive sentim

ent

）」
を
構
築
す
る
た
め
の
適
切
な
方
法

で
あ
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
ま
ず
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
否
定
す
る
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
ロ
ー
マ
人
の
キ
リ
ス
ト
教
を
駆
逐
す
る
た
め
の

努
力
、
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
異
端
審
問
、
ソ
連
の
反

体
制
派
の
シ
ベ
リ
ア
流
刑
を
例
証
と
し
て
引
用
し
、
民
衆
の
一
致

し
た
感
情
を
外
敵
に
向
か
う
よ
う
強
制
的
に
変
換
す
る
た
め
の

「
究
極
の
無
益
」
な
努
力
と
し
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
反
対
意
見

の
強
制
排
除
を
、「
反
対
意
見
の
強
制
排
除
を
開
始
し
た
人
々
は
、

一
六
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
七
〇
）

税
制
度
を
設
立
し
た
。
そ
の
目
的
は
州
内
で
新
た
に
失
業
し
た
者

へ
の
資
金
援
助
に
使
用
す
る
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

被
告
で
あ
る
国
際
靴
株
式
会
社
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
設
立
さ

れ
、
ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
主
た
る
営
業
所
を
も
つ
米
国

企
業
だ
っ
た
。
同
社
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
内
で
は
、
一
一
〜

一
三
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
、
歩
合
制
賃
金
で
雇
用
し
て
い
た
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
時
点
で
、
三
年
間
に

わ
た
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
州
住
民
で
あ
っ
た
。
同
社
は
、
ワ
シ
ン
ト

ン
州
内
事
業
に
関
し
て
は
永
続
的
な
営
業
拠
点
を
設
け
て
お
ら
ず
、

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
モ
ー
テ
ル
や
ホ
テ
ル
を
利
用
し
て
見
込
み
客

に
会
っ
た
り
、
時
折
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
を

借
り
て
営
業
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
。
し
か
も
、
セ
ー
ル
ス

マ
ン
に
は
、
契
約
を
す
る
権
限
も
、
代
金
徴
収
の
権
限
も
、
与
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

す
べ
て
の
注
文
は
、
ミ
ズ
ー
リ
州
の
営
業
所
に
送
信
さ
れ
、
そ

こ
が
顧
客
と
契
約
を
締
結
す
る
か
し
な
い
か
を
決
定
し
て
い
た
。

契
約
し
た
場
合
に
は
、
工
場
か
ら
顧
客
に
直
接
出
荷
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
営
業
活
動
の
結
果
、
毎
年
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、

合
計
す
る
と
約
三
万
一
、〇
〇
〇
ド
ル
の
歩
合
給
及
び
営
業
活
動

に
対
す
る
実
費
の
補
償
を
、
同
社
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た
。

ス
式
の
敬
礼
と
酷
似
し
て
い
た
事
か
ら
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

は
「
忠
誠
の
誓
い
」
と
国
歌
斉
唱
の
際
の
民
間
人
に
よ
る
敬
礼
と

し
て
、
ベ
ラ
ミ
ー
式
の
代
わ
り
に
右
手
を
心
臓
の
上
に
置
く
姿
勢

を
制
定
し
た
。
合
衆
国
議
会
は
、
国
旗
へ
の
忠
誠
を
一
九
四
二
年

六
月
二
二
日
か
ら
全
米
の
公
立
小
学
校
で
強
制
す
る
こ
と
に
し
た

が
、
そ
の
際
に
は
、
こ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
式
敬
礼
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。六　

国
際
製
靴
会
社
対
ワ
シ
ン
ト
ン
州
事
件
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事
件
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
判
例
と
異
な
り
、

戦
争
と
は
関
係
が
無
い
。
州
内
に
営
業
拠
点
を
持
た
な
い
企
業
に

対
す
る
州
の
課
税
権
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

様
の
問
題
に
対
す
る
先
例
と
し
て
、
今
日
に
お
い
て
も
き
わ
め
て

重
要
な
、
ス
ト
ー
ン･

コ
ー
ト
を
代
表
す
る
判
決
で
あ
る
の
で
紹

介
す
る
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
第
一
四
修
正
に
お
け
る
適
正
手
続
き
条
項

の
、
特
に
対
人
管
轄
権
の
問
題
で
あ
る
。

（
一
）　

背
景
と
な
る
事
実

原
告
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
は
、
雇
用
者
に
対
す
る
新
し
い
課

一
七
〇



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
一
）

通
じ
て
、
州
内
に
お
け
る
活
動
か
ら
示
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
他
州
企
業
の
雇
用
し
て
い
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
、
州
内

に
お
け
る
活
動
は
、
商
品
サ
ン
プ
ル
を
展
示
し
、
見
込
み
客

か
ら
の
注
文
を
募
り
、
あ
る
い
は
州
外
に
あ
る
企
業
の
営
業

拠
点
の
判
断
に
よ
っ
て
拒
絶
す
る
と
い
う
も
の
で
、
州
内
の

活
動
は
体
系
的
か
つ
継
続
的
で
あ
り
、
大
量
に
行
わ
れ
て
い

る
州
際
事
業
で
あ
る
。
そ
し
て
、
州
の
法
律
は
、
雇
用
者
に

対
し
州
の
失
業
補
償
基
金
に
よ
る
州
内
の
従
業
員
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
指
定
し
た
割
合

を
支
払
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。」

す
な
わ
ち
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
内
に
お
け
る
被
告
企
業
の
活
動
は
、

不
規
則
な
ま
た
は
偶
発
的
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
は
る
か
に

体
系
的
か
つ
継
続
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
被
告
は
、
州
の
法

律
の
恩
恵
と
保
護
を
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
管
轄
権
に
従
う

も
の
と
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）　

そ
の
後

こ
の
判
決
は
、
裁
判
所
の
対
人
管
轄
権
に
関
す
る
重
要
な
先
例

と
な
っ
た
。
こ
の
判
決
を
受
け
て
の
著
名
事
件
と
し
て
は
、
例
え

ば
、B

urger K
ing C

orp. v. R
udzew

icz, 471 U
.S

. 462, 105 
S
. C

t. 2174, 85 L
. E

d. 2d 528 

（1985

）
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
営
業
形
態
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
国
際
靴
株
式

会
社
は
、
本
件
税
金
を
納
付
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ワ
シ
ン
ト

ン
州
は
、
同
社
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
営
業
活
動
が
同
州
内
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
同
社
に
課
税
す
る
と
、
ミ
ズ
ー
リ
州
の

営
業
所
に
通
知
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
第
一
審
裁
判
所
は
、
被
告
会
社
に
対
す
る
対

人
管
轄
権
を
持
っ
て
い
る
と
し
、
こ
の
判
決
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最

高
裁
で
も
支
持
さ
れ
た
の
で
、
同
社
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告

し
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
は
、
審
理
に
参
加
し
な
か
っ
た
ジ
ャ

ク
ソ
ン
判
事
を
除
く
全
員
一
致
で
下
さ
れ
た
。
判
決
は
ス
ト
ー
ン

長
官
自
身
が
執
筆
し
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
内
に
存
在
し
な

い
企
業
に
対
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
は
人
的
管
轄
権
を
有
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ス
ト
ー
ン
は
、
企
業
な
い
し
そ
の
代
理
人
が
、
単
一
の
事
件
の

た
め
に
偶
然
に
州
内
に
滞
在
す
る
だ
け
の
場
合
に
は
、
そ
の
企
業

に
対
し
人
的
管
轄
権
を
確
立
す
る
こ
と
に
十
分
で
は
な
い
と
し
た
。

管
轄
に
対
す
る
同
意
は
、
企
業
の
存
在
と
正
規
代
理
店
の
活
動
を

一
七
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
七
二
）

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
本
事
件
を
先
例
と
し
た
上
で
、
特
定
の

活
動
が
別
の
場
所
の
管
轄
に
従
う
に
は
、
公
正
な
警
告
が
存
在
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の
事
件
の
場
合
に
は
、
バ
ー

ガ
ー
キ
ン
グ
社
と
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
に
よ
り
、
ル
ー
ジ
ェ

ヴ
ィ
ッ
ツ
は
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
設
立
さ
れ
て

い
る
会
社
と
の
関
係
か
ら
利
益
を
得
る
事
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

ル
ー
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ツ
側
が
、
意
図
的
に
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
社
と
接

触
を
持
っ
た
と
い
う
事
実
に
基
づ
き
、
州
と
の
接
点
は
最
小
限
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
的
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

七　

全
米
通
信
連
合
対
ド
ウ
ズ
事
件

頭
書
の
通
り
、
第
二
次
大
戦
の
終
了
と
共
に
冷
戦
が
勃
発
し
、

様
々
な
共
産
主
義
者
に
対
す
る
差
別
立
法
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

A
m
erican C

om
m
unications A

ssociation v. D
ouds, 339 

U
.S

. 382 

（1950

）
事
件
は
、
タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
定
め

る
、
労
働
組
合
幹
部
の
非
共
産
党
員
宣
誓
義
務
づ
け
の
合
憲
性
が

問
題
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
修
正

の
言
論
の
自
由
及
び
第
一
条
第
一
〇
節
の
定
め
る
私
権
剥
奪
法

（bill of attainder

）
で
あ
る
。

ル
ー
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（John R

udzew
icz

）
は
、
ミ
シ
ガ
ン
州

で
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
社
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
締
結
し
て
、

店
を
開
い
た
。
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
社
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
で
設
立
さ

れ
て
い
た
た
め
、
契
約
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
し
た
が
っ
て
行
う

事
と
さ
れ
て
い
た
。
契
約
に
依
れ
ば
ル
ー
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
ミ
シ

ガ
ン
州
で
二
〇
年
に
わ
た
り
、
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
の
商
標
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
経
済
不
況
に
伴
う
減
収
か
ら
、
ル
ー
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ

ツ
は
、
契
約
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
料
を
払

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
社
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
南
部
地
区
裁

判
所
で
ル
ー
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
対
し
て
、
訴
訟
を
提
起
し
た
。

ル
ー
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ツ
側
は
、
彼
ら
が
フ
ロ
リ
ダ
州
と
関
わ
り
を
持

た
な
い
た
め
、
対
人
管
轄
権
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
訴

え
を
却
下
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
ル
ー
ジ
ェ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
申
立
て
を
却
下
し
た
。
そ
こ
で
、
控
訴
し
た
と
こ
ろ
、

控
訴
審
で
は
、
裁
判
所
は
ル
ー
ジ
ェ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
対
す
る
対
人
管

轄
権
の
行
使
は
、
根
本
的
に
不
公
平
で
、
適
正
手
続
違
反
で
あ
る

と
判
示
し
た
。
そ
こ
で
バ
ー
ガ
ー
キ
ン
グ
社
が
、
連
邦
最
高
裁
判

所
に
上
告
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。

一
七
二



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
三
）

違
憲
で
あ
る
と
訴
え
た
。

（
二
）　

判
決
の
内
容

判
決
は
、
五
対
一
で
訴
え
を
退
け
た

（
26
）

。
補
足
意
見
を
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
と
ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
が
執
筆
し
た
。
反
対
意
見

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
（B

lack

）
判
事
で
あ
る
。

多
数
意
見
は
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
長
官
が
執
筆
し
た
。
ヴ
ィ
ン
ソ
ン

は
、
記
述
の
内
容
を
、
論
文
ス
タ
イ
ル
に
明
確
に
章
に
わ
け
て
記

述
し
た
。

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
第
一
章
で
は
タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
概

要
を
説
明
し
た
上
で
、
第
二
章
で
、
直
面
し
て
い
る
問
題
を
次
の

様
に
要
約
し
た
。

「
我
々
は
タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
九
条
ｈ
項
を
、
単
に

根
拠
も
な
し
に
政
府
に
よ
り
特
権
を
奪
う
規
定
と
取
り
扱
う

こ
と
も
、
な
い
し
は
組
合
事
務
所
か
ら
宣
誓
供
述
書
に
署
名

し
な
い
者
を
排
除
す
る
特
権
的
規
定
と
取
り
扱
う
こ
と
も
妥

当
で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
情
況
の
実
用
性
は
、
こ
の
両

極
端
の
ど
こ
か
中
間
に
九
条
ｈ
項
の
禁
止
を
置
く
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
現
れ
る
難
し
い
問
題
は
、
憲
法
第
一
修
正
と

矛
盾
す
る
こ
と
無
く
、
議
会
は
、
法
律
に
よ
っ
て
、
特
定
の

信
念
や
所
属
政
党
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
人
の
労
働

（
一
）　

事
件
の
内
容

全
米
通
信
連
合
（
Ａ
Ｃ
Ａ
）
は
通
信
技
術
者
の
労
働
組
合
で

あ
っ
た
。
同
組
合
幹
部
は
、
左
翼
的
傾
向
が
強
く
、
大
半
は
米
国

共
産
党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
こ
の
結
果
、
組
合
は
米
国
共
産
党

の
指
揮
下
に
活
動
し
て
い
た
。

タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
九
条
ｈ
項
は
、
労
働
組
合
指
導
者
に

対
し
、
米
国
共
産
党
の
メ
ン
バ
ー
で
は
無
く
、
ま
た
米
連
邦
政
府

の
暴
力
的
転
覆
を
主
張
し
な
か
っ
た
と
い
う
宣
誓
供
述
書
を
、
全

国
労
働
関
係
委
員
会
（N

ational L
abor R

elations B
oard

＝

N
L
R
B

）
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
労
働
組
合
が
そ
の

供
述
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
組
合
は
労
使
関
係
法

（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ａ
）
の
保
護
を
失
う
と
定
め
て
い
た
。

全
国
通
信
連
合
の
指
導
者
た
ち
は
、
そ
の
宣
誓
の
強
制
が
、
第

一
修
正
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
と
の
理
由
で
、
反
共
産
主
義
の

宣
誓
供
述
書
に
、
断
固
と
し
て
サ
イ
ン
を
拒
ん
だ
。
一
九
四
七
年

一
〇
月
二
九
日
に
、
全
国
労
働
関
係
委
員
会
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

地
域
管
理
者
で
あ
る
ド
ウ
ズ
（C

harles T
. D

ouds

）
は
、
全
米

通
信
連
合
を
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
を
監
視
す
る
労
働
組
合
選
挙
か
ら
排
除

す
る
旨
の
決
定
を
下
し
た
。
そ
こ
で
、
全
米
通
信
連
合
は
、
タ
フ

ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
規
定
が
、
第
一
修
正
の
権
利
等
を
侵
害
し
、

一
七
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
七
四
）

ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
制
定
に
あ
た
り
、
共
産
主
義
の
信
念
を
表

現
す
る
こ
と
を
危
険
だ
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
州
際
通
商
に
対

す
る
障
害
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
政
治
ス
ト
の
問
題

は
、『
思
想
の
市
場
（m

arketplace of ideas

）』
に
お
け
る
言

論
で
は
な
く
、
力
と
強
制
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
議
会
は
、

規
制
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
組
合
側
は
、

政
治
ス
ト
は
厳
格
な
審
査
に
抵
触
す
る
よ
う
な
差
し
迫
っ
た
危
険

を
構
成
す
る
も
の
で
は
無
い
、
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
そ
れ
は
こ
の
場
合
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
テ
ス

ト
で
あ
る
と
し
て
、
再
度
、
そ
の
機
械
的
適
用
を
拒
否
し
た
。
そ

し
て
、
い
く
つ
か
の
判
例
を
引
用
し
た
上
で
、
比
較
考
量
テ
ス
ト

（balancing test

）
を
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

第
五
章
で
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
政
治
ス
ト
が
、
言
論
の
自
由
の
よ

う
な
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
か
否
か
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、

本
件
の
よ
う
な
議
会
の
決
定
事
項
に
対
し
て
、
裁
判
所
の
判
決
が

そ
の
代
わ
り
を
果
た
す
こ
と
を
拒
否
し
た
。
強
力
な
組
合
を
育
て

る
上
で
の
政
府
の
権
威
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン

の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
裁
判
所
は
、
繰
り
返
し
、
時
に
は
個
人
の

自
由
に
対
す
る
か
な
り
侵
害
的
方
法
に
よ
る
政
府
の
権
威
を
認
め

組
合
に
お
け
る
指
導
的
立
場
を
否
定
す
る
よ
う
に
、
圧
力
を

掛
け
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
で
あ
る
。」

第
三
章
で
は
、
州
際
通
商
条
項
を
通
じ
て
、
議
会
は
政
治
ス
ト

を
防
ぐ
権
限
を
も
つ
か
、
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
は
、

そ
れ
に
対
す
る
救
済
策
は
適
切
に
設
計
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問

と
、
共
産
党
に
よ
る
脅
威
は
、
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
の
使
用
及
び
暴

力
の
唱
道
と
い
う
点
で
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
が
、

議
会
が
そ
れ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
問
に
な

る
と
す
る
。
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
い
ず
れ
の
問
に
も
肯
定
的
に
答
え

た
。
そ
こ
で
は
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
対
米
国
事
件
判
例
な
ど
を
引
用
し
て
、

憲
法
は
し
ば
し
ば
、
特
定
の
、
限
定
さ
れ
た
状
況
で
、
そ
う
い
う

状
況
下
で
な
け
れ
ば
無
関
係
な
信
念
と
か
、
個
人
の
特
性
、
な
い

し
雇
用
上
の
地
位
に
基
づ
い
て
、
特
殊
な
状
況
の
場
合
に
は
、
人

権
侵
害
を
許
可
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
第
四
章
で
取
り
上
げ
た
問
題
は
、
共
産
党
は
そ

の
様
な
特
殊
な
状
況
と
言
え
る
か
で
あ
る
。
組
合
側
は
、
こ
れ
は

憲
法
第
一
修
正
の
問
題
な
の
で
、「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
テ
ス

ト
（“clear and present danger ” test

）」
が
同
法
に
適
用
さ

れ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
こ
の

テ
ス
ト
を
機
械
的
に
適
用
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
議
会
は
タ
フ

一
七
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こ
か
ら
新
た
な
憲
法
上
の
疑
義
が
生
じ
る
と
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
論
じ

る
。
し
か
し
、
法
令
は
可
能
な
限
り
合
憲
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
が
、
裁
判
所
の
長
年
の
信
条
で
あ
っ
た
と
す
る
。
結
論

と
し
て
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
九
条
ｈ
項
を
、
狭
く
、
組
合
幹
部
に
、

実
際
に
政
府
の
転
覆
を
提
唱
し
て
い
る
人
が
な
る
事
を
禁
止
し
て

い
る
の
み
で
、
例
え
ば
彼
ら
自
ら
の
助
け
を
借
り
ず
と
も
、
政
府

の
転
覆
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
る
人
は
含
ま
な
い
と
解
釈

し
た
。「

信
念
と
所
属
政
党
の
区
別
は
、
前
者
の
場
合
に
は
、
な

ん
ら
『
あ
か
ら
さ
ま
な
行
為
』
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
基
づ

く
。
そ
れ
は
証
拠
の
問
題
に
関
連
し
て
い
る
。
あ
る
者
が
、

自
分
は
共
産
主
義
者
で
は
な
い
と
偽
っ
て
誓
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
に
は
、
政
党
に
加
入
し
て
い
る
と
い
う
行
為
は
、
一

方
に
お
い
て
、
彼
が
力
に
よ
っ
て
政
府
の
転
覆
す
る
こ
と
を

信
じ
て
い
な
い
と
宣
誓
で
嘘
を
つ
い
た
こ
と
を
証
明
し
、
他

方
に
お
い
て
、
彼
の
精
神
状
態
の
証
明
に
な
る
と
い
う
点
で

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
の
程
度
ま
で
、
こ
の
二
つ
は
異
な

る
。〈
中
略
〉
宣
誓
供
述
書
に
署
名
す
る
際
に
お
け
る
虚
偽

の
宣
誓
は
、
精
神
状
態
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
他
の
例
と
同

様
に
、
精
神
状
態
が
外
部
に
現
れ
た
行
動
に
よ
っ
て
証
明
さ

て
き
た
。
タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
罰
則
は
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
の

見
解
に
依
れ
ば
、
自
由
に
対
す
る
直
接
侵
害
で
は
な
く
、
裁
判
所

が
過
去
に
承
認
し
て
い
た
厄
介
な
侵
害
に
は
該
当
し
な
い
。
ヴ
ィ

ン
ソ
ン
は
、
立
法
が
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
示
唆
を

拒
絶
し
た
。

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
次
の
様
に
主
張
す
る
。

「
州
際
通
商
が
こ
う
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
継
続
的
な
脅
威

か
ら
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
法
部
の
判
断

は
、
こ
の
場
合
、
許
容
し
う
る
。
非
常
に
多
数
の
こ
う
し
た

ス
ト
ラ
イ
キ
が
、
外
部
的
、
内
部
的
危
機
の
要
因
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
可
能
性
、
そ
し
て
こ
の
種
違
法
行
為
を
取
り

締
ま
る
上
で
生
じ
る
で
あ
ろ
う
実
務
上
の
困
難
性
を
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
州
際
通
商
に
対
す
る
損
傷
が
既
成
化
す
る
と
い

う
事
実
は
、
議
会
が
脅
威
を
排
除
す
る
上
で
、
行
為
を
罰
す

る
こ
と
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
無
力
な
も
の
と
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
説
得
力
あ
る
要
因
で
あ
る
。」

第
六
章
で
は
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
制
定
法
が
、
米
国
政
府
の
暴
力

的
転
覆
を
求
め
る
唯
一
の
政
党
と
し
て
、
共
産
党
を
標
的
に
し
て

禁
止
す
る
こ
と
の
是
非
を
論
じ
た
。
も
し
、
政
府
を
暴
力
で
倒
す

こ
と
を
提
唱
す
れ
ば
、
制
定
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ

一
七
五
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の
判
例
を
引
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
引
用
さ
れ
た
い
か
な

る
判
例
も
、
通
商
条
項
が
考
え
る
権
利
（right to think

）
を
制

限
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
は
無
い
」
と
す
る
。
九
条
ｈ
項
が
組

合
幹
部
に
『
宣
誓
の
試
練
（test oath

）』
を
課
す
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
憲
法
が
き
わ
め
て
明
白
に
禁
止
し
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
多
数
意
見
が
、
こ
れ
は
ご
く
少
数
の
人
び
と
に
影
響
す
る

だ
け
な
の
で
、
第
一
修
正
違
反
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
し
た
の
に

対
し
、
第
一
修
正
の
意
義
は
、
ご
く
少
数
の
非
正
統
的
な
少
数
者

を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
す
る
。

さ
ら
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
多
数
者
が
、
信
条
に
基
づ
い
て
少
数

者
を
排
除
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
民
主
党
は
同
じ
テ
ス
ト

を
共
和
党
に
対
し
て
行
い
、
共
和
党
員
を
組
合
事
務
局
か
ら
効
果

的
に
閉
め
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
論
じ
る
。

ま
た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
補
足
意
見
で
、
共
産
党
は
外
国
の
支
配

に
服
し
て
い
る
こ
と
を
、
宣
誓
の
試
練
に
服
さ
せ
る
根
拠
と
し
た

の
に
対
し
、
宣
誓
の
試
練
は
、
一
六
世
紀
の
英
国
で
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
が
法
王
の
支
配
に
服
し
て
い
る
と

し
て
行
っ
た
も
の
に
由
来
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ

ン
大
統
領
で
さ
え
も
、
合
衆
国
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
に
忠
誠
を
尽
く

し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
た
例
を
引
用
す
る
。
憲
法
が
宣
誓
の
試
練

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
産
党
に
加
入
す
る
と
い
う
行
動

と
同
程
度
に
『
あ
か
ら
さ
ま
な
行
為
』
が
存
在
し
な
い
限
り
、

偽
証
で
あ
る
と
し
て
起
訴
に
成
功
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。」

第
七
章
で
は
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
九
条
ｈ
項
が
曖
昧
性
故
に
、
お

よ
び
／
ま
た
は
私
権
剥
奪
法
で
あ
る
が
故
に
、
な
い
し
事
後
法
で

あ
る
が
故
に
、
違
憲
か
否
か
を
問
題
に
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
ン
ソ
ン

は
、
法
の
用
語
が
曖
昧
な
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ

と
を
認
め
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
長
年
の
ル
ー
ル
に
従
え
ば
、

狭
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
法
に
曖
昧
さ
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。

組
合
は
同
法
が
過
去
の
判
例
に
照
ら
せ
ば
私
権
剥
奪
法
で
あ
る
と

主
張
し
た
（
判
例
省
略
）。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
そ
れ
ら

の
判
例
は
過
去
の
行
為
を
処
罰
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
九

条
ｈ
項
は
、
将
来
の
行
為
の
み
を
処
罰
の
対
象
に
し
て
い
る
点
で

異
な
る
と
し
た
。

（
三
）　

反
対
意
見

ブ
ラ
ッ
ク
（H

ugo B
lack

）
判
事
の
反
対
意
見
を
簡
単
に
紹

介
す
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
は
、
第
一
修
正
は
政
府
が
信
条
を
規
制
す
る
こ
と
を

許
容
し
て
い
な
い
と
説
く
。
そ
し
て
、
多
数
意
見
が
過
去
の
多
数

一
七
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一
年
後
、
最
高
裁
は
、
ガ
ー
ナ
ー
対
公
共
事
業
委
員
会

（G
arner v. B

oard of P
ublic W

orks, 341 U
.S

. 716 

（1951

））

で
、
ド
ウ
ズ
事
件
に
お
け
る
地
方
政
府
の
忠
誠
テ
ス
ト
の
合
憲
性

を
再
確
認
し
た
。
こ
の
時
に
は
、
バ
ー
ト
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー

タ
、
ダ
グ
ラ
ス
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
が
反
対
意
見
を
書
い
て
い
る
。

八　

デ
ニ
ス
対
合
衆
国
事
件

こ
のD

ennis v. U
nited S

tates, 341 U
.S

. 494 

（1951

）
事

件
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
、
デ
ニ
ス
（E

ugene D
ennis

）
等

の
米
国
共
産
党
（C

om
m
unist P

arty U
S
A

）
の
党
員
に
は
、

彼
等
が
政
府
の
転
覆
を
企
て
て
い
る
が
故
に
、
合
衆
国
憲
法
第
一

修
正
が
定
め
る
言
論
の
自
由
、
出
版
の
自
由
、
集
会
の
自
由
が
保

障
さ
れ
な
い
と
し
た
事
件
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
法
二
条
及
び
三
条
は
、
何
人
も
米
国
政
府
を
武
力
と
暴

力
に
よ
っ
て
転
覆
し
破
壊
す
る
こ
と
を
故
意
に
唱
道
す
る
行
為
、

及
び
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
あ
る
い
は
組
織
化
を
助

け
る
行
為
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
共
謀
す
る
行
為
を
犯
罪
と
し
て
い

た
。米

国
共
産
党
は
、
第
二
次
大
戦
中
が
最
盛
期
で
、
党
員
数
八
万

人
程
度
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
米
国
内
の
反
共
産
主
義
的
風
潮
の

を
禁
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
様
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
と
言

う
。

「
我
々
が
、
彼
ら
が
唱
道
し
て
い
る
思
想
を
嫌
っ
て
い
る

か
ら
と
い
う
理
由
で
、
単
に
政
党
そ
の
他
の
団
体
に
加
入
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
か
ら
有
罪
と
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。」

（
四
）　

そ
の
後

九
条
ｈ
項
に
よ
り
Ａ
Ｃ
Ａ
に
課
せ
ら
れ
た
罰
則
は
、
次
第
に

Ａ
Ｃ
Ａ
を
崩
壊
さ
せ
た
。
一
九
四
九
年
五
月
に
、
Ａ
Ｃ
Ａ
の
上
部

団
体
で
あ
る
産
業
別
労
働
組
合
会
議
（C

ongress of Industrial 
O
rganizations

＝C
IO

）
は
、
そ
の
加
盟
組
合
に
、
そ
の
指
導
者

た
ち
は
反
共
産
主
義
の
誓
い
に
署
名
す
る
よ
う
命
じ
た
。

一
九
四
九
年
一
一
月
上
旬
の
年
次
大
会
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
Ａ
Ｃ
Ａ
が

要
求
さ
れ
た
宣
誓
を
提
出
し
な
い
廉
で
有
罪
で
あ
る
と
し
て
、
会

議
か
ら
の
追
放
を
命
令
し
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
保
護
を
欠
き
、
さ
ら

に
Ｃ
Ｉ
Ｏ
と
米
国
労
働
総
同
盟
（A

m
erican F

ederation of 
L
abor

＝A
F
L

）
か
ら
の
浸
食
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
地
区
組
合

は
脱
退
し
、
Ａ
Ｃ
Ａ
は
急
速
に
縮
小
し
、
結
局
一
九
六
六
年
に

チ
ー
ム
ス
タ
ー
ズ
（T

eam
sters

）
と
い
う
組
合
に
吸
収
さ
れ
て

消
滅
し
た
。

一
七
七
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に
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
四
日
、
陪
審
員
団
は
被
告
全
員
を
有

罪
と
し
、
裁
判
所
は
被
告
各
人
に
五
年
の
懲
役
と
一
万
ド
ル
の
罰

金
を
判
決
し
た
。

そ
こ
で
、
デ
ニ
ス
等
は
、
ス
ミ
ス
法
は
、
第
一
修
正
そ
の
他
の

権
利
章
典
の
規
定
に
違
反
す
る
と
し
て
控
訴
し
た
。

第
二
巡
回
区
高
等
裁
判
所
は
、
一
九
五
〇
年
六
月
二
一
日
か
ら

二
三
日
に
こ
の
事
件
の
口
頭
弁
論
を
開
催
し
た
。
そ
の
一
ヶ
月
前

の
一
九
五
〇
年
五
月
に
、
最
高
裁
判
所
は
、
ド
ウ
ズ
事
件
判
決
を

下
し
て
い
た
。
ド
ウ
ズ
事
件
で
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
長
官
は
、
前
述
の

通
り
、
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
テ
ス
ト
の
採
用
を
拒
み
、
そ
れ
に

か
わ
っ
て
比
較
考
量
テ
ス
ト
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
口
頭
弁
論
が

終
了
し
た
二
日
後
、
六
月
二
五
日
に
、
北
朝
鮮
軍
は
突
如
と
し
て

三
八
度
線
を
突
破
し
て
韓
国
を
侵
略
し
、
朝
鮮
戦
争
が
開
始
さ
れ

た
。こ

う
し
た
状
況
下
で
、
一
九
五
〇
年
八
月
一
日
、
高
等
裁
判
所

は
、
ド
ウ
ズ
判
決
に
従
い
、
そ
こ
で
導
入
さ
れ
た
比
較
考
量
テ
ス

ト
方
式
を
採
用
し
た
上
で
、
全
会
一
致
で
有
罪
判
決
を
支
持
し
た
。

そ
こ
で
、
デ
ニ
ス
等
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

（
二
）
判
決
の
内
容

判
決
は
、
六
対
二
で
あ
っ
た
。
多
数
意
見
は
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
長

高
ま
り
と
共
に
人
数
を
減
ら
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
事
件
当
時

は
六
万
人
程
度
の
党
員
を
有
し
て
い
た
。

連
邦
検
察
庁
は
、
一
九
四
九
年
に
、
米
国
共
産
党
の
デ
ニ
ス

（E
ugene D

ennis

）
事
務
局
長
等
、
計
一
一
人
の
党
幹
部
を
、
ス

ミ
ス
法
に
反
し
た
と
し
て
起
訴
し
た
の
で
あ
る
。

（
一
）　

事
件
と
そ
の
背
景

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
方
裁
判
所
で
の
公
判
は
、
米
国
史
上
最
長
の

訴
訟
の
一
つ
と
な
っ
た
。
起
訴
状
に
は
一
万
六
、〇
〇
〇
頁
の
記

録
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
証
拠
調
べ
だ
け
で
九
ヶ
月
を

要
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
間
、
被
告
の
支
持
者
は
、
毎
日
の
よ

う
に
裁
判
所
の
外
で
活
動
を
抗
議
し
た
。
ま
た
、
被
告
側
弁
護
人

は
、
裁
判
官
と
検
察
の
強
引
な
審
理
に
頻
繁
に
抵
抗
し
た
の
で
、

審
理
を
妨
害
し
た
と
し
て
、
そ
の
う
ち
五
人
が
法
廷
侮
辱
罪
で
投

獄
さ
れ
、
う
ち
二
人
は
弁
護
士
資
格
を
剥
奪
さ
れ
た
。

審
理
期
間
中
の
一
九
四
九
年
八
月
二
九
日
に
、
ソ
連
は
最
初
の

原
爆
実
験
に
成
功
し
、
核
兵
器
は
米
国
の
独
占
物
で
は
無
く
な
っ

た
。
さ
ら
に
中
国
の
内
戦
に
お
い
て
も
、
国
民
党
軍
は
戦
い
に
敗

れ
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
に
共
産
党
に
よ
る
中
華
人
民
共
和

国
が
成
立
し
た
。
こ
う
し
た
情
況
か
ら
、
米
国
内
世
論
は
被
告
側

に
不
利
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
〇
ヶ
月
に
わ
た
る
審
理
の
末

一
七
八



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
九
）

そ
の
上
で
、
シ
ェ
ン
ク
事
件
（S

chenck v. U
nited S

tates

）

判
決
を
引
用
し
て
、
言
論
の
自
由
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
述

べ
、
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
テ
ス
ト
に
つ
い
て
の
他
の
判
例
を
検

討
す
る
。
そ
の
結
果
、
次
の
様
に
結
論
す
る
。

「
ハ
ン
ド
裁
判
長

（
27
）

は
、
多
数
意
見
を
代
表
し
て
次
の
様
に

述
べ
た
。『
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
お
い
て
、
法
廷
は
〝
悪
〞

を
そ
の
発
生
蓋
然
性
（im

probability

）
の
程
度
に
応
じ
て

判
断
し
、
言
論
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
を
、
危
険
を
回
避
す

る
た
め
の
必
要
性
か
ら
正
当
化
す
る
か
ど
う
か
を
尋
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
』。
我
々
は
、
こ
の
ル
ー
ル
を
採
択
す
る
。

ハ
ン
ド
裁
判
長
の
言
葉
は
、
我
々
が
こ
の
時
点
で
工
夫
で
き

る
他
の
い
か
な
る
基
準
よ
り
も
簡
潔
か
つ
包
括
的
で
あ
る
。」

こ
う
し
て
、
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
テ
ス
ト
を
変
形
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
以
下
、
ハ
ン
ド
裁
判
長
の
見
解
に
沿
っ
て
議
論
を
展
開

す
る
。

第
四
章
で
は
、
改
め
て
立
法
の
適
用
違
憲
の
可
能
性
を
問
題
に

し
、
次
の
様
に
結
論
す
る
。

「
我
々
は
、
議
会
が
阻
止
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
実
質

的
な
悪
に
関
し
『
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
』
が
存
在
す
る
場

合
に
、
法
律
の
適
用
を
留
保
す
る
。」

官
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
。
意
見
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
と

ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
が
書
き
、
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
と
ダ
グ
ラ
ス
判
事
が

反
対
意
見
を
書
い
た
。

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
ド
ウ
ズ
事
件
同
様
、
判
決
文
を
五
章
に
わ
け

て
記
述
し
た
。
基
本
的
事
実
関
係
を
紹
介
し
た
第
一
章
に
続
き
、

第
二
章
で
は
ス
ミ
ス
法
の
目
的
を
論
じ
た
。

「
制
定
法
の
明
白
な
目
的
は
、
平
和
的
、
適
法
か
つ
憲
法

上
の
手
段
で
は
な
く
、
暴
力
革
命
や
テ
ロ
に
よ
る
変
化
か
ら

現
存
す
る
政
府
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
武
装
反
乱
か
ら

合
衆
国
政
府
を
守
る
こ
と
が
議
会
の
権
力
内
に
あ
る
こ
と
は
、

議
論
の
要
は
な
い
。」

第
三
章
で
は
、
唱
道
と
い
う
よ
う
な
言
論
レ
ベ
ル
の
行
動
を
規

制
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
論
じ
る
。
ま
ず
前
提
と
し
て
次
の
様
に

言
う
。「

私
た
ち
は
、
ド
ウ
ズ
事
件
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
憲
法

第
一
修
正
の
基
礎
は
、
言
論
に
は
言
論
を
以
て
反
駁
し
う
る

の
で
あ
り
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
も
っ
て

答
え
、
思
想
の
自
由
討
論
が
最
も
賢
明
な
政
府
の
政
策
に
な

る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
本
法
廷
が
自
由
な
言
論
の
本
質
的

な
価
値
を
認
識
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。」

一
七
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
八
〇
）

葉
を
飾
ろ
う
と
、
そ
れ
は
私
が
第
一
修
正
が
禁
じ
て
い
る
と

信
じ
て
い
る
言
論
の
事
前
検
閲
の
病
理
的
一
類
型
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
事
前
抑
制
は
、
文
面
上
、
そ
し
て
適
用
上
違
憲

と
考
え
る
。」

（
四
）　

そ
の
後

こ
の
公
判
の
成
功
に
力
づ
け
ら
れ
て
、
検
察
側
は
ス
ミ
ス
法
違

反
で
さ
ら
に
多
数
の
米
国
共
産
党
役
員
を
起
訴
し
た
。
彼
ら
を
弁

護
す
る
と
、
法
廷
侮
辱
罪
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
彼

ら
は
弁
護
士
を
見
つ
け
る
こ
と
さ
え
も
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
。

一
九
五
七
年
、
デ
ニ
ス
事
件
の
初
公
判
か
ら
八
年
の
後
、
米
国
連

邦
最
高
裁
判
所
は
、Y

ates v. U
nited S

tates, 354 U
.S

. 298 

（1957

）
事
件
判
決
を
下
し
た
。
イ
ェ
ー
ツ
判
決
で
、
連
邦
最
高

裁
判
所
は
、
被
告
が
何
ら
の
行
動
を
示
し
て
い
な
く
と
も
、
そ
の

信
念
の
故
に
起
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
た
。
そ
の
判
決

に
よ
り
、
一
連
の
訴
訟
が
終
了
し
た
。
こ
の
一
連
の
訴
訟
に
よ
り
、

米
国
共
産
党
は
、
そ
の
幹
部
を
す
べ
て
失
い
、
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と

な
っ
た
。

一
九
六
九
年
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
ク
対
オ
ハ
イ
オ
州

（B
randenburg v. O

hio, 395 U
.S

. 444 

（1969

））
事
件
に
お

い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
暴
力
の
「
単
な
る
唱
道
（m

ere 

第
五
章
で
は
、
立
法
文
言
の
曖
昧
性
を
問
題
に
す
る
。
ス
ミ
ス

法
は
、
明
ら
か
に
極
め
て
曖
昧
な
用
語
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
次
の
様
に
述
べ
て
、
無
造
作
に
こ
の
主
張
を

切
っ
て
捨
て
る
。

「
こ
の
事
件
の
上
申
者
は
、
陪
審
の
認
定
し
た
と
こ
ろ
に

依
れ
ば
、
事
情
が
許
す
限
り
早
く
政
府
を
転
覆
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
い
た
と
い
う
事
情
の
下
に
お
い
て
は
、
説
得
的
な

も
の
で
は
無
い
。」

（
三
）　

反
対
意
見

こ
れ
に
対
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
の
反
対
意
見
が
有
名
で
あ
る
の

で
、
そ
の
書
き
出
し
を
紹
介
す
る
。

「
上
申
者
は
、
決
し
て
政
府
を
転
覆
し
よ
う
と
試
み
た
こ

と
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
政
府
を
転
覆

す
る
よ
う
に
計
画
し
た
何
か
を
述
べ
た
り
書
い
た
り
し
た
こ

と
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
彼
ら
は
後
日
、
特

定
の
思
想
を
整
理
し
、
討
議
し
、
出
版
す
る
こ
と
に
合
意
し

た
こ
と
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
告
発
さ
れ
て
い
る

の
は
、
彼
ら
が
共
産
党
を
組
織
し
、
将
来
的
に
音
声
や
新
聞

な
ど
の
出
版
物
を
使
用
し
て
、
政
府
を
強
制
的
に
転
覆
さ
せ

る
こ
と
を
教
え
、
唱
道
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
と
言

一
八
〇



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
八
一
）

（
一
）　

合
衆
国
対
カ
ー
テ
ィ
ス
ラ
イ
ト
社
事
件

一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
八
年
に
か
け
て
、
南
米
の
ボ
リ
ビ
ア

と
パ
ラ
グ
ア
イ
の
間
で
チ
ャ
コ
戦
争
（G

uerra del C
haco

）
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
両
国
中
間
に
広
が
る
グ
ラ
ン
・
チ
ャ
コ

（G
ran C

haco

）
平
原
に
石
油
の
埋
蔵
が
あ
る
と
い
う
仮
説
（
実

際
に
は
無
か
っ
た
）
を
受
け
て
行
わ
れ
た
、
そ
の
地
域
の
争
奪
戦

で
あ
る
。
米
国
議
会
は
、
戦
争
当
事
国
へ
の
武
器
の
輸
出
禁
止
を

決
議
し
た
。
決
議
を
受
け
て
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
禁
輸
を

定
め
た
大
統
領
命
令
を
発
し
た
。
し
か
し
、
カ
ー
テ
ィ
ス
ラ
イ
ト

社
は
ボ
リ
ビ
ア
に
爆
撃
機
や
戦
闘
機
を
売
却
し
た
こ
と
か
ら
起
訴

さ
れ
た
。

被
告
企
業
は
、
議
会
の
決
議
は
、
非
委
任
の
法
理
（non-

delegation doctrine

）
に
反
し
、
大
統
領
に
過
大
な
権
限
お
よ

び
立
法
権
を
付
与
し
て
お
り
、
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
マ
ク
レ
イ
ノ
ル
ズ
判
事
が
反
対
意
見
を

書
い
た
ほ
か
は
、
全
員
一
致
で
被
告
企
業
の
上
告
を
退
け
た
。
サ

ザ
ラ
ン
ド
判
事
が
法
廷
意
見
を
執
筆
し
た
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、

「
連
邦
政
府
の
権
限
は
、
国
外
問
題
と
国
内
問
題
で
は
、

そ
の
起
源
と
性
質
の
い
ず
れ
も
が
異
な
っ
て
い
る
。
連
邦
政

府
が
、
具
体
的
に
憲
法
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
、
な
い
し
暗
黙

advocacy

）」
は
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
言
論
に
当
た
る
と
判
示

し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
ク
判
決
は
、
事
実
上
の
デ
ニ
ス
判

決
の
撤
回
で
あ
っ
た
。

九 　

ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
鉄
板･

鉄
管
製
造
会
社

対
ソ
ー
ヤ
ー
事
件

こ
のY

oungstow
n S

heet &
 T

ube C
o. v. S

aw
yer, 343 

U
.S

. 579 

（1952

）
事
件
は
、
鉄
鋼
業
接
収
事
件
（T

he S
teel 

S
eizure C

ase

）
の
別
名
で
知
ら
れ
る
。
戦
時
下
に
お
け
る
大
統

領
権
限
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。
大
統
領
権
限
に
つ
い
て

は
、
立
法
府
の
権
限
と
異
な
り
、
憲
法
上
、
明
確
な
規
定
が
無
い
。

そ
の
た
め
、
ど
の
範
囲
で
大
統
領
が
権
限
を
有
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
論
争
が
あ
っ
た
。

対
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
六
年
一
二
月
二
一
日
に
判
決

が
下
さ
れ
た
合
衆
国
対
カ
ー
テ
ィ
ス
ラ
イ
ト
社
事
件
（U

nited 
S
tates v. C

urtiss-W
right E

xport C
orp., 299 U

.S
. 304 

（1936

））
と
い
う
明
確
な
先
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
対
内
関
係
の

権
限
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
明
確
な
も
の
が
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
そ
の
意
味
で
、
画
期
的
な
重
要
性
を
も

つ
事
件
で
あ
る
。

一
八
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
八
二
）

連
で
は
、
朝
鮮
委
員
団
が
「
任
務
遂
行
可
能
な
地
域
」、
す
な
わ

ち
南
朝
鮮
で
の
み
、
単
独
選
挙
を
実
施
し
、
こ
の
選
挙
の
結
果
を

受
け
て
一
九
四
八
年 

八
月
一
五
日
に
南
側
で
、
米
国
は
「
大
韓

民
国
」
樹
立
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ソ
連
は
九
月
九
日
に

北
側
で
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）」
の
樹
立
を

宣
言
し
た
。
こ
の
結
果
、
北
緯
三
八
度
線
は
占
領
境
界
線
で
は
な

く
、
事
実
上
両
国
の
国
境
線
に
変
化
し
た
。
同
年
一
二
月
に
、
ソ

連
は
、
軍
事
顧
問
団
を
残
す
だ
け
で
、
軍
そ
の
も
の
は
撤
退
し
た
。

一
九
四
九
年
六
月
に
は
、
米
国
も
軍
政
を
解
き
、
や
は
り
軍
事
顧

問
団
を
残
し
て
、
軍
そ
の
も
の
は
撤
収
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
に
、
北
朝
鮮

軍
は
突
如
と
し
て
三
八
度
線
を
突
破
し
て
韓
国
の
侵
略
を
開
始
し

た
。
こ
の
当
時
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
拒
否
権
を
有
し
て
い

た
ソ
連
は
、
国
連
で
「
中
国
」
を
代
表
す
る
の
が
中
華
人
民
共
和

国
で
は
無
く
、
中
華
民
国
と
す
る
国
連
の
ス
タ
ン
ス
に
抗
議
す
る

意
味
か
ら
、
理
事
会
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
同

日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
は
全
会
一
致
で
北
朝
鮮
を
侵
略
者
と
認
定

し
、「
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
八
二
」
を
採
択
し
た

（
28
）

。

さ
ら
に
六
月
二
七
日
に
、
理
事
会
は
韓
国
を
防
衛
す
る
た
め
、
必

要
な
援
助
を
韓
国
に
与
え
る
よ
う
加
盟
国
に
勧
告
し
た

（
29
）

。

の
権
限
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
権
限
を
行
使
出

来
な
い
と
い
う
の
は
、
国
内
問
題
に
お
い
て
の
み
、
真
実
で

あ
る
。」

（
二
）　

事
件
の
背
景

朝
鮮
半
島
は
、
第
二
次
大
戦
前
は
日
本
が
統
治
し
て
い
た
の
で
、

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
日
本
の
敗
戦
に
伴
い
、
連
合
軍
の
管

理
下
に
移
行
し
た
。
そ
の
時
点
で
、
ソ
連
軍
は
朝
鮮
半
島
に
進
撃

を
開
始
し
て
お
り
、
日
本
が
降
伏
し
た
後
も
進
撃
を
や
め
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
米
国
は
八
月
一
六
日
に
朝
鮮
半
島
の
分
割
統
治
を
ソ

連
に
提
案
し
、
ソ
連
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
結
果
、
北
緯
三
八
度

線
以
北
を
ソ
連
軍
が
、
同
以
南
を
米
軍
が
管
轄
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。朝

鮮
の
統
治
問
題
を
め
ぐ
っ
て
一
九
四
七
年
一
〇
月
二
〇
日
に

米
ソ
共
同
委
員
会
が
決
裂
す
る
と
、
米
国
は
朝
鮮
問
題
を
国
連
に

移
管
し
、
国
連
の
監
視
下
で
南
北
朝
鮮
総
選
挙
を
実
施
す
る
と
共

に
、
国
会
に
よ
る
政
府
樹
立
を
監
視
す
る
国
連
臨
時
朝
鮮
委
員
団

を
朝
鮮
に
派
遣
す
る
と
い
う
提
案
を
国
連
総
会
に
上
程
し
、
こ
れ

は
、
一
一
月
一
四
日
に
賛
成
四
三
票
、
反
対
九
票
、
棄
権
六
票
で

可
決
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ソ
連
は
朝
鮮
委
員
団
の
来
訪
を
拒
否
し
た
結
果
、
国

一
八
二
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響
を
与
え
、
ひ
い
て
は
国
内
経
済
全
体
に
影
響
す
る
と
判
断
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
の
開
始
ま
で
ほ
と
ん
ど
時
間
の
余
裕
が
無
い
た
め
に
、

労
使
双
方
を
仲
裁
し
て
、
双
方
が
納
得
す
る
賃
金
を
決
め
る
事
は

不
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
鉄
鋼
業
そ

の
も
の
を
連
邦
政
府
が
接
収
す
る
こ
と
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
阻
止

す
る
こ
と
に
決
め
、
四
月
八
日
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
始
ま
る
数
時
間

前
に
、
ソ
ー
ヤ
ー
（C

harles W
. S

aw
yer

）
商
務
長
官
に
対
し
、

「
商
務
長
官
に
対
す
る
、
特
定
の
鉄
鋼
会
社
の
工
場
や
施
設
を
接

収
し
、
操
業
す
る
命
令
」
と
題
す
る
大
統
領
命
令
（E

xecutive 
O
rder 10340

）
を
発
し
た

（
30
）

。

大
統
領
は
、
そ
の
命
令
の
前
半
に
お
い
て
は
、
戦
時
に
お
け
る

鉄
鋼
業
の
重
要
性
を
縷
々
述
べ
た
上
で
、

「
し
た
が
っ
て
、
今
、
米
国
の
憲
法
お
よ
び
法
律
に
よ
っ

て
私
に
帰
属
す
る
権
限
に
基
づ
き
、
そ
し
て
米
国
大
統
領
及

び
米
国
軍
隊
の
最
高
司
令
官
と
し
て
、
次
の
と
お
り
命
令
す

る
。」

と
述
べ
て
、
同
命
令
に
添
付
さ
れ
た
企
業
の
設
備
を
接
収
し
、
そ

れ
を
操
業
さ
せ
続
け
る
よ
う
詳
細
に
商
務
長
官
が
と
る
べ
き
行
動

を
指
示
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
商
務
長
官
は
、
直
ち
に
自
ら
の
接
収
命
令
を

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
こ
の
緊
急
事
態
に
、
議
会
の
宣
戦
布

告
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
第
二
次
大
戦
同
様
に
手
遅
れ
に
な
る
と

判
断
し
、
国
連
決
議
だ
け
に
基
づ
い
て
、
米
軍
を
朝
鮮
に
送
り
込

み
、
こ
こ
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
戦
争

は
、
米
国
に
と
っ
て
は
、
理
論
的
に
は
戦
争
で
は
無
く
、
大
統
領

権
限
に
基
づ
く
警
察
活
動
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
朝
鮮
戦
争
中
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
第
二
次
大
戦
中

の
よ
う
な
物
価
統
制
は
実
施
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
賃

金
安
定
化
委
員
会
（W

age S
tabilization B

oard

＝W
S
B

）
を

一
九
五
〇
年
九
月
九
日
に
創
設
し
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
物
価
に

対
す
る
イ
ン
フ
レ
圧
力
を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
。
Ｗ
Ｓ
Ｂ
は
一
方

で
賃
金
及
び
消
費
者
物
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
他
方
で
労
働
紛
争

を
可
能
な
限
り
回
避
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ

の
試
み
は
、
米
国
鉄
鋼
労
働
者
組
合
（U

nited S
teel W

orkers 
of A

m
erica

）
が
、
Ｗ
Ｓ
Ｂ
が
提
案
し
た
賃
上
げ
額
を
拒
絶
し
、

一
九
五
二
年
四
月
四
日
に
、
全
国
的
ス
ト
ラ
イ
キ
を
四
月
九
日
午

前
零
時
一
分
に
開
始
す
る
旨
の
通
知
を
行
っ
た
時
に
、
失
敗
に
終

わ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

ト
ル
ー
マ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
程
度
で
あ
れ
、
鉄
鋼
業
で
ス
ト

ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
軍
需
物
資
の
製
造
に
深
刻
な
影

一
八
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
八
四
）

を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

鉄
鋼
会
社
の
反
応
は
、
極
め
て
迅
速
で
あ
っ
た

（
31
）

。
彼
ら
は
ト

ル
ー
マ
ン
の
演
説
が
終
わ
っ
た
三
〇
分
後
に
は
、
弁
護
士
を
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
連
邦
地
方
裁
判
所
に
派
遣
し
、
大
統
領
命
令
差

止
め
の
仮
処
分
を
申
請
し
て
い
た
。
地
方
裁
判
所
も
、
こ
れ
に
迅

速
に
対
応
し
、
翌
日
の
一
一
時
三
〇
分
に
は
仮
処
分
決
定
の
是
非

を
論
じ
る
口
頭
弁
論
を
開
催
し
た
。
二
日
後
に
は
、
地
方
裁
判
所

は
、
大
統
領
に
は
接
収
し
た
製
鉄
所
を
保
有
し
続
け
る
権
限
が
な

い
こ
と
を
根
拠
に
、
大
統
領
命
令
を
差
止
め
、
政
府
に
よ
る
接
収

を
禁
じ
る
命
令
を
発
し
た
。
鉄
鋼
労
働
者
は
、
差
止
命
令
の
発
表

か
ら
数
分
以
内
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
開
始
し
た
。

連
邦
政
府
は
こ
れ
に
対
し
上
訴
し
、
高
等
裁
判
所
は
、
四
月

三
〇
日
大
法
廷
を
開
廷
し
て
、
政
府
の
延
期
申
請
に
つ
い
て
、
五

月
二
日
ま
で
に
政
府
が
裁
量
上
訴
（certiorari

）
の
申
立
て
を

行
い
、
最
高
裁
判
所
が
、
そ
れ
を
受
理
す
る
ま
で
と
い
う
条
件
付

き
で
ス
ト
ラ
イ
キ
の
差
し
止
め
を
認
め
た
。

そ
こ
で
、
政
府
は
五
月
二
日
に
裁
量
上
訴
の
申
し
立
て
を
行
っ

た
。
同
時
に
鉄
鋼
会
社
側
も
同
様
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
。

（
三
）　

判
決
の
内
容

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
六
対
三
で
大
統
領
の
主
張
を
退
け
た
。

発
し
、
同
時
に
接
収
し
た
会
社
の
社
長
に
対
し
、
引
き
続
き
、
自

ら
の
会
社
の
操
業
責
任
者
と
し
て
働
く
よ
う
命
じ
た
。

翌
朝
、
大
統
領
は
自
ら
の
行
動
を
、
議
会
に
対
し
報
告
し
た
。

一
二
日
後
の
四
月
二
一
日
、
さ
ら
に
二
番
目
の
報
告
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
議
会
は
何
の
行
動
も
起
こ
さ
な
か
っ
た
。

ト
ル
ー
マ
ン
が
接
収
の
根
拠
法
と
し
た
の
は
、
タ
フ
ト
＝
ハ
ー

ト
レ
ー
法
中
の
国
家
緊
急
条
項
で
あ
っ
た
。
問
題
は
、
タ
フ
ト
＝

ハ
ー
ト
レ
ー
法
は
、
労
働
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
は
、
原
則
と
し

て
接
収
と
は
別
の
方
法
を
予
定
し
て
い
る
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
同
法
は
、
大
統
領
は
全
国
的
ス
ト
ラ
イ
キ
の
危
険
を
認
識
し

た
と
き
に
は
、
ま
ず
調
査
委
員
会
を
設
立
し
、
そ
の
後
に
、
必
要

が
あ
れ
ば
、
八
〇
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
差
し
止
め
命
令
を
出
し
得

る
と
し
て
い
た
。

国
家
緊
急
条
項
以
外
に
も
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
い
く
つ
か

の
選
択
肢
が
大
統
領
に
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
翌
日
に

突
入
を
予
定
し
て
い
る
ス
ト
の
回
避
の
た
め
に
は
時
間
が
足
り
な

か
っ
た
。
例
え
ば
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
議
会
に
対
し
、
接
収
を
正

当
化
す
る
追
加
権
限
を
乞
う
こ
と
は
、
そ
の
成
立
に
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
断
念
し
た
。
そ
の
か
わ
り
に
、
大
統
領

の
国
家
の
緊
急
事
態
に
対
応
し
て
行
動
す
る
大
統
領
固
有
の
権
限

一
八
四
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権
限
を
与
え
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
労
使
の
関
係
を
規
制
し
、
労

働
争
議
を
解
決
す
る
た
め
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
件
の
場
合
、
議
会
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
阻
止

し
、
争
議
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
大
統
領
に
私
企
業
の
接
収

を
許
す
法
律
を
制
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

法
律
が
な
い
以
上
、
大
統
領
が
そ
の
様
な
こ
と
を
命
じ
る
に
は

憲
法
そ
の
も
の
に
よ
る
授
権
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
様
な
規
定

は
な
い
。「

連
邦
議
会
が
鉄
鋼
所
の
接
収
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
た

以
上
、
大
統
領
は
、
議
会
の
事
前
の
授
権
無
し
に
そ
の
様
な

行
動
を
と
る
権
限
が
存
在
す
る
余
地
は
全
く
な
か
っ
た
。」

こ
う
し
て
、
接
収
命
令
は
無
効
と
す
る
。

2　

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
（Felix Frankfurter

）
判
事

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
は
、
一
方
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
同
様
に

権
力
分
立
制
を
強
調
し
た
が
、
同
時
に
次
の
様
に
述
べ
て
、
裁
判

所
の
権
限
を
限
定
的
に
理
解
し
た
。

「
建
国
者
達
は
、
し
か
し
、
司
法
府
を
我
々
の
政
府
の
監

督
者
に
は
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
米
国
の
い
く
つ
か
の
州

に
お
い
て
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
監
視
機
能
に
精
通
し

て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
権
限
を
裁
判
所
に
与
え
る
こ
と
を

し
か
し
、
統
一
的
な
見
解
を
示
し
た
と
は
、
到
底
言
え
な
い
結
果

と
な
っ
た
。
判
事
の
意
見
は
実
に
七
つ
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
多
数
意
見
を
執
筆
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
の
意
見
に
無

条
件
で
賛
同
し
た
判
事
は
一
人
も
お
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
、

ダ
グ
ラ
ス
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
バ
ー
ト
ン
の
判
事
が
そ
れ
ぞ
れ
補
足

意
見
を
書
き
、
ク
ラ
ー
ク
判
事
に
至
っ
て
は
結
論
に
の
み
賛
成
し

て
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
論
理
そ
の
も
の
に
は
全
面
反
対
と
い
う
始
末
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
反
対
意
見
の
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
長
官
、
リ
ー

ド
判
事
、
ミ
ン
ト
ン
判
事
は
意
見
を
一
本
化
出
来
た
か
ら
、
も
っ

と
も
多
数
の
判
事
の
賛
成
を
得
た
意
見
は
反
対
意
見
で
あ
る
と
い

う
異
常
な
判
決
と
な
っ
た
。
ど
の
判
事
も
、
こ
の
判
決
の
歴
史
的

意
義
を
感
じ
て
、
極
め
て
長
文
の
意
見
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
却
っ
て
、
普
通
の
判
例
紹
介
で
は
、
ど
の
意
見
も
紹
介
さ
れ

な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
以
下
、
簡
単
に
各
意
見
を
紹
介
す
る
。

1　

ブ
ラ
ッ
ク
（H
ugo Black

）
判
事

ブ
ラ
ッ
ク
の
意
見
は
基
本
的
に
権
力
分
立
制
に
則
っ
た
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。

「
わ
が
国
の
建
国
者
達
は
、
善
し
悪
し
を
問
わ
ず
、
連
邦

議
会
に
の
み
立
法
権
を
託
し
た
」

し
た
が
っ
て
、
議
会
は
私
有
財
産
を
公
益
の
た
め
に
収
用
す
る

一
八
五
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ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
は
述
べ
た
の
で
あ
る
。

3　

ダ
グ
ラ
ス
（W

illiam
 O
. D
ouglas

）
判
事

ダ
グ
ラ
ス
は
、
立
法
権
の
作
用
が
遅
く
、
緊
急
事
態
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
憲
法
が
立
法
権
を
議
会
に
の
み

与
え
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

「
大
統
領
は
収
入
を
得
る
何
ら
の
権
限
も
有
し
て
い
な
い
。

そ
の
権
限
は
憲
法
一
条
八
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
議
会

に
帰
属
し
て
い
る
。
大
統
領
は
、
接
収
を
正
当
化
す
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
接
収
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
議
会
が
行
動
し
な
い
限
り
、
そ
し
て
す
る
ま
で
は
、

い
か
な
る
収
用
も
合
法
で
は
な
い
。
政
府
機
関
は
、
接
収
す

る
権
限
を
有
し
、
か
つ
大
統
領
が
そ
れ
を
合
法
的
に
な
し
得

る
場
合
に
の
み
、
接
収
に
対
す
る
補
償
金
を
支
払
う
権
限
を

有
す
る
。
こ
れ
は
第
五
修
正
の
補
償
規
定
の
必
然
的
結
論
で

あ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
が
唱

え
、
私
が
賛
同
し
た
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
の
理

論
と
整
合
す
る
。」

4　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
（R

obert Jackson

）
判
事

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
議
会
と
大
統
領
の
権
力
の
間
に
は
、
何
ら
か

の
固
定
的
な
境
界
が
あ
る
と
は
考
え
な
い
、
と
い
う
柔
軟
な
ア
プ

拒
否
し
た
。
司
法
権
は
、
唯
一
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
式

の
裁
判
所
の
伝
統
的
な
事
項
の
み
を
行
使
し
得
、
法
律
専
門

家
の
感
覚
で
『
事
件
（C

ase

）』
ま
た
は
『
争
訟

（C
ontroversies

）』
に
該
当
す
る
場
合
の
み
を
取
り
扱
う

こ
と
が
出
来
る
。
司
法
業
務
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
質
問

で
さ
え
も
、
そ
れ
は
そ
れ
を
必
須
と
す
る
従
来
の
訴
訟
に
関

わ
っ
て
い
な
い
限
り
、
そ
し
て
、
そ
の
範
囲
で
な
け
れ
ば
裁

判
所
に
は
そ
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
司
法
機
能
の
狭
い
範
囲

を
厳
格
に
遵
守
す
る
こ
と
は
、
特
に
憲
法
に
関
し
て
提
起
さ

れ
た
争
訟
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
直
面

し
た
と
き
、
こ
の
裁
判
所
が
そ
の
義
務
に
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ

た
っ
て
と
る
べ
き
態
度
は
、
通
常
、
一
般
公
衆
に
認
め
ら
れ

る
そ
れ
と
は
正
反
対
で
あ
る
。」

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
解
釈
に
限

定
し
て
議
論
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
同
法
は
、

こ
の
よ
う
な
非
常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
別
の
方
法
を
予
定

し
て
い
た
。
実
は
、
そ
の
条
項
を
審
議
す
る
に
当
た
っ
て
、
議
会

は
当
時
、
接
収
と
い
う
手
段
を
認
め
る
か
ど
う
か
も
議
論
し
、
そ

れ
を
排
除
し
て
定
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
法
の
規
定

に
照
ら
し
、
大
統
領
が
接
収
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
、
フ
ラ
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6　

ク
ラ
ー
ク
（T

om
 Cam

pbell Clark

）
判
事

ク
ラ
ー
ク
は
、
大
統
領
の
権
限
に
関
す
る
問
題
は
、
一
五
〇
年

も
前
に
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
に
依
っ
て
解
決
済
み
だ
と
い
う
。
そ
れ

はL
ittle v. B

arrem
e

（6 U
.S

. 170 

（1804

））
と
い
う
判
決
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
港
に
行
く
途
中
で
拿
捕
さ
れ
た
「
ト
ビ
ウ
オ

（F
lying F

ish

）」
と
い
う
名
の
船
の
接
収
に
関
す
る
事
件
で
あ

る
。
そ
の
事
件
を
引
用
し
つ
つ
、
ク
ラ
ー
ク
は
次
の
様
に
述
べ
た
。

「
合
衆
国
大
統
領
は 

『
法
律
が
忠
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う

に
配
意
す
る
』
と
い
う
高
度
の
義
務
を
負
い
、
合
衆
国
陸
海

軍
の
最
高
司
令
官
と
し
て
、
合
衆
国
の
武
装
艦
艇
の
指
揮
官

に
対
し
、
密
貿
易
を
行
っ
た
米
国
船
を
、
そ
の
時
あ
る
が
ま

ま
の
状
態
で
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
何
ら
特
別
の
権
限
を
与

え
る
こ
と
無
く
、
拿
捕
し
、
護
送
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
公
海
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
港
に
向
け
て
航
行
中
の

船
舶
を
拿
捕
す
る
た
め
の
、
特
別
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
場

合
に
は
、
議
会
は
、
そ
の
法
律
が
執
行
府
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
、
当
法
廷
は
、
全
会
一
致
で
、
大
統
領
の
命
令
は

権
限
な
し
に
下
さ
れ
て
い
た
と
み
な
し
、
彼
ら
は
『
特
別
の

指
示
な
し
に
は
、
単
純
な
侵
入
だ
っ
た
行
為
を
合
法
化
す

ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
大
統
領
の
権
限
を
、
対
議
会

関
係
で
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
て
考
え
る
と
し
た
。
す
な
わ

ち
、
⑴
大
統
領
が
議
会
か
ら
の
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
な
権
限
に

基
づ
い
て
行
動
し
て
い
た
場
合
、
⑵
議
会
が
完
全
に
沈
黙
を
守
っ

て
い
る
場
合
、
⑶
大
統
領
が
議
会
の
命
令
に
反
抗
し
た
場
合
。
そ

し
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
こ
の
事
件
を
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
に
該
当

す
る
と
分
類
し
、
そ
れ
を
無
効
と
判
定
し
た
。

5　

バ
ー
ト
ン
（H

arold H
itz Burton

）
判
事

バ
ー
ト
ン
は
次
の
様
に
述
べ
た
。

「
接
収
に
関
す
る
大
統
領
命
令
の
効
力
は
意
思
決
定
の
機

が
熟
し
て
い
る
。
そ
の
妥
当
性
は
、
議
会
と
大
統
領
の
間
に

お
け
る
政
府
権
力
の
憲
法
上
の
規
定
に
か
か
っ
て
い
る
。
憲

法
は
、
我
々
が
い
ま
直
面
し
て
い
る
国
家
非
常
事
態
に
お
い

て
行
動
を
承
認
す
る
権
力
を
議
会
に
委
譲
し
て
い
る
。
こ
の

責
任
を
自
覚
し
、
議
会
は
そ
れ
に
応
え
て
き
た
。
そ
れ
は
、

大
統
領
の
た
め
に
少
な
く
と
も
二
つ
の
方
法
を
提
供
し
て
い

た
。」

バ
ー
ト
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
の
規
定

を
説
明
し
、
議
会
は
接
収
に
つ
い
て
は
権
限
を
与
え
て
い
な
い
こ

と
を
根
拠
に
、
接
収
権
限
を
否
定
し
た
。

一
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ち
な
み
に
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
判
事
に
任
命
す
る

以
前
に
は
、
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
司
法
長

官
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

7　

反
対
意
見

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
長
官
及
び
ミ
ン
ト
ン
、
リ
ー
ド
両
判
事
は
反
対
意

見
に
お
い
て
、
歩
調
を
そ
ろ
え
た
。
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
次
の
様
に
書

き
始
め
る
。

「
当
裁
判
所
は
一
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大
統
領
は
非
常
事

態
の
下
で
あ
っ
て
も
、
明
示
の
立
法
的
な
権
限
無
く
し
て
行

動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。
他
の
メ
ン

バ
ー
は
、
特
定
の
条
項
に
対
す
る
自
ら
の
解
釈
に
基
づ
い
て

同
様
に
結
論
を
下
す
。
我
々
は
、
法
廷
意
見
は
い
か
な
る
根

拠
に
基
づ
い
て
も
適
当
な
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

か
つ
こ
の
問
題
は
、
こ
の
重
要
な
訴
訟
の
重
要
性
を
超
越
し
、

大
統
領
の
権
力
そ
の
も
の
に
、
そ
し
て
将
来
に
お
い
て
危
機

に
当
た
っ
て
大
統
領
が
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
、
と
い
う
問

題
に
も
関
わ
る
の
で
、
こ
の
反
対
意
見
を
収
録
す
る
よ
う
、

敢
え
て
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
い
。」

以
下
、
明
ら
か
に
当
初
は
法
廷
意
見
に
な
る
と
考
え
て
執
筆
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
、
全
六
章
に
達
す
る
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ

る
』
こ
と
は
で
き
な
い
。」「
大
統
領
の
権
力
の
限
界
は
あ
い

ま
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
条
は
も
ち
ろ
ん
、
第
二
条
の

一
部
も
『
多
年
に
わ
た
る
試
練
に
耐
え
、
結
果
と
し
て
人
間

の
様
々
な
危
機
に
適
用
さ
れ
て
き
た

（
32
）

』
の
で
あ
る
。
我
々
の

大
統
領
の
あ
る
者
、
例
え
ば
リ
ン
カ
ー
ン
は
『
さ
も
な
け
れ

ば
違
憲
と
な
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
国
家
の
保
全
を
通

じ
て
、
憲
法
の
保
全
に
不
可
欠
に
な
る
こ
と
で
、
合
法
的
に

な
る
か
も
し
れ
な
い

（
33
）

』
と
述
べ
て
い
る
。」

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
議
会
が
特
別
の
法
律
を
作
っ
て
い
る
場

合
と
、
存
在
し
な
い
場
合
と
で
大
統
領
の
権
限
の
範
囲
に
差
が
出

る
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ブ
ラ
ッ
ク
や
ダ
グ
ラ
ス
の
絶
対
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
拒
否
し
、
大
統
領
に
は
非
常
事
態
に
お
い
て
は
、
一
定
の
固
有

の
権
限
を
有
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
ク

ラ
ー
ク
は
同
時
に
、
そ
の
権
限
の
境
界
を
定
義
す
る
こ
と
を
拒
否

し
た
。
彼
の
見
解
で
は
、
議
会
は
タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
、
選

抜
徴
兵
法
（S

elective S
ervice A

ct

）
や
国
防
生
産
法

（D
efense P

roduction A
ct

）
で
、
行
政
府
が
利
用
し
う
る
一
定

の
手
続
を
提
供
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
大
統
領
の
任
意
の
固

有
の
権
限
に
頼
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

一
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合
に
は
、
憲
法
が
新
し
い
状
況
に
適
応
す
る
生
き
た
文
書
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
た
、
と
主
張
す
る
。

「
し
か
し
、
我
々
は
、
今
、
新
た
な
状
況
を
満
た
す
た
め

に
憲
法
を
拡
張
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
事
件
の
場
合
、
我
々
は
歴
史
と
憲
法
古
来

の
原
則
、
す
な
わ
ち
我
々
の
歴
史
を
通
し
て
、
政
府
の
あ
ら

ゆ
る
部
門
に
継
続
的
に
適
用
さ
れ
て
い
る
原
則
に
目
を
向
け

る
だ
け
で
よ
い
か
ら
で
あ
る
。」

過
去
の
行
政
活
動
を
見
直
せ
ば
、
わ
が
国
の
大
統
領
が
多
く
の

場
面
で
、
憲
法
起
草
者
が
意
図
し
た
と
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
憲
法
が
『
法
律
の
忠
実
執
行
義

務
（take C

are that the L
aw

s be faithfully executed

）』

を
定
め
て
い
る
の
は
、
そ
れ
は
彼
へ
の
信
頼
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
明
示
的
な
法
的
権
限
の
有
無
を
問
わ
ず
、
大
統
領
は
、
国

家
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
議
会
が
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
ま
で
、
行
動
す
る
権
限
が
あ
る
。
そ
し
て
、
議
会
と

裁
判
所
は
一
貫
し
て
当
該
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
承
認
し
て
き
た
と
し

て
、
そ
の
例
と
し
て
、
初
代
大
統
領
の
ワ
シ
ン
ト
ン
は
国
家
歳
入

法
（national revenue law

）
が
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
か
ら
軽

視
さ
れ
た
時
、
議
会
の
依
頼
を
待
た
ず
に
、
民
兵
を
召
集
し
、
法

て
い
る
。
第
二
章
で
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
次
の
言
葉
を
引
用
し
て
い

る
。

「
活
力
あ
る
行
政
府
は
、
良
い
政
府
の
定
義
の
重
要
な
性

格
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
を
外
国
の
攻
撃
か
ら
保
護
す
る

に
当
た
っ
て
の
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
時
と
し
て
通
常
の

正
義
の
仮
定
を
遮
る
不
正
規
か
つ
横
暴
な
侵
害
か
ら
財
産
を

守
り
、
党
派
的
、
あ
る
い
は
無
政
府
的
な
野
望
に
基
づ
く
企

て
や
攻
撃
か
ら
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
法
律
の
確
実
な

執
行
に
劣
後
す
る
要
素
で
は
、
決
し
て
無
い

（
34
）

。」

こ
れ
を
受
け
て
、
大
統
領
職
が
独
立
し
た
権
力
機
関
と
し
て
作

ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
す
る
。

「
も
ち
ろ
ん
憲
法
起
草
者
が
、
ほ
し
い
ま
ま
に
権
力
を
横

領
し
か
ね
な
い
専
制
君
主
を
作
り
出
し
た
わ
け
は
な
い
。
し

か
し
、
共
和
国
自
体
の
存
続
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
時
期
に
、

自
動
人
形
的
に
政
府
の
権
限
を
行
使
す
る
存
在
を
作
り
出
し

た
わ
け
で
も
な
い
。」

こ
う
述
べ
て
、
今
度
は
、
先
に
ク
ラ
ー
ク
も
引
用
し
て
い
た

マ
ー
シ
ャ
ル
の
『
多
年
に
わ
た
る
試
練
に
耐
え
、
結
果
と
し
て
人

間
の
様
々
な
危
機
に
適
用
さ
れ
て
き
た
』
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
、

憲
法
起
草
者
が
予
見
で
き
な
か
っ
た
問
題
が
発
生
し
た
よ
う
な
場

一
八
九
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﹇
お
わ
り
に
﹈

憲
法
革
命
前
の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
よ
う
に
、
事
実
上
の
立
法

府
的
役
割
を
果
た
し
、
連
邦
議
会
の
制
定
す
る
法
律
を
片
端
か
ら

違
憲
と
判
断
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
異
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
ス
ト
ー
ン･

コ
ー
ト
の
よ
う
に
、
大
統
領
の
明
ら
か
に
異
常
な

命
令
を
、
戦
争
と
い
う
異
常
状
態
の
下
と
は
言
え
、
二
重
の
基
準

を
忘
れ
、
精
神
的
自
由
権
に
属
す
る
問
題
に
つ
い
て
ま
で
も
無
批

判
に
受
け
入
れ
、
合
憲
判
決
を
出
し
続
け
る
裁
判
所
も
ま
た
異
常

と
言
う
ほ
か
は
な
い
。

人
権
の
最
後
の
砦
と
い
う
意
識
を
忘
れ
た
裁
判
所
ほ
ど
、
無
用

の
長
物
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
） 

非
常
事
態
裁
判
所
（E

m
ergency C

ourt of A
ppeals

）
は
、

一
九
四
二
年
非
常
事
態
物
価
統
制
法
（E

m
ergency P

rice C
ontrol 

A
ct of 1942

）
に
基
づ
き
、
第
二
次
大
戦
中
に
設
置
さ
れ
た
臨
時

の
裁
判
所
で
、
物
価
や
賃
金
の
統
制
問
題
の
監
督
を
そ
の
任
務
と

し
た
。
物
価
統
制
に
違
反
し
た
場
合
、
担
当
行
政
庁
に
よ
る
処
分

が
あ
り
、
そ
の
処
分
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
裁
判
所
に
訴

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
判
決
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
連
邦

最
高
裁
判
所
に
上
告
で
き
る
（
同
法
が
合
憲
で
あ
る
こ
と
は

律
の
忠
実
な
執
行
を
確
保
す
る
た
め
の
決
定
的
な
措
置
を
講
じ
た

事
件
を
上
げ
る

（
35
）

。

以
下
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
よ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
購
入
、
リ
ン

カ
ー
ン
の
戦
争
宣
言
抜
き
の
南
部
反
乱
と
の
対
処
や
鉄
道
及
び
電

信
線
の
接
収
そ
の
他
、
歴
代
大
統
領
の
同
様
の
行
動
例
を
紹
介
し

た
後
、
今
度
は
ニ
ー
グ
ル
事
件

（
36
）

や
デ
ブ
ス
事
件

（
37
）

そ
の
他
の
判
例
に

言
及
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
接
収
は
、
危
機
に
お
け
る
適
切

な
行
動
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
大
統
領
は
、
決
し
て
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
ボ
ー
イ“the m

essenger-boy concept of the O
ffi  ce ”

で
は
な
い
と
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る
。

（
四
）　

そ
の
後

裁
判
所
の
判
決
か
ら
数
分
以
内
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
各
所
有
者

に
製
鉄
所
を
返
す
よ
う
に
ソ
ー
ヤ
ー
商
務
長
官
に
命
じ
た
。
ソ
ー

ヤ
ー
は
そ
の
命
令
に
直
ち
に
従
っ
た
。
接
収
が
解
除
さ
れ
る
と
、

各
鉄
鋼
所
の
労
働
者
は
再
び
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
ス
ト
ラ

イ
キ
は
、
大
統
領
が
選
抜
徴
兵
法
の
定
め
る
や
や
面
倒
な
手
続
き

に
よ
っ
て
、
再
び
鉄
鋼
所
を
接
収
す
る
ま
で
五
〇
日
間
以
上
に
わ

た
っ
て
続
い
た
。

一
九
〇



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
九
一
）

C
ensure C

ase of Joseph M
cC

arthy of W
isconsin 

（1954

）”. 
R
etrieved January 4, 2010.

（
6
） 

タ
フ
ト
＝
ハ
ー
ト
レ
ー
法
に
対
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
、
拒
否

権
発
動
に
あ
た
っ
て
発
表
し
た
文
書
は
、
き
わ
め
て
長
文
の
も
の

で
、
本
文
に
引
用
し
た
言
葉
は
、
そ
の
冒
頭
に
近
い
一
節
で
あ
る
。

参
照
＝http://w

w
w
.presidency.ucsb.edu/w

s/index.php?pid

＝12675

（
7
） 

二
〇
〇
一
年
愛
国
者
法
は
、
正
式
名
称
を
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
の

阻
止
と
回
避
の
た
め
に
必
要
な
適
切
な
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
ア
メ
リ
カ
を
統
合
し
強
化
す
る
二
〇
〇
一
年
法
（U

niting 
and S

trengthening A
m
erica by P

roviding A
ppropriate 

T
ools R

equired to Intercept and O
bstruct T

errorism
 A

ct 
of 2001

）
と
い
う
。
そ
の
頭
文
字
を
と
る
とU

S
A
 P

A
T
R
IO

T
 

と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
愛
国
者
法
の
通
称
が
あ
る
。
同
法
は
、
当
局

が
テ
ロ
に
関
係
が
あ
る
と
疑
っ
た
移
民
を
拘
留
し
、
あ
る
い
は
国

外
追
放
す
る
際
の
規
制
を
緩
和
し
た
。

（
8
） 

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
事
件
判
決
を
下
し
た
同

じ
一
九
四
三
年
六
月
二
一
日
にY

asui v. U
nited S

tates, 320 
U
.S

. 115 

（1943

）
判
決
も
下
し
て
い
る
。
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
事
件
と
同

じ
く
、
日
系
人
の
夜
間
外
出
禁
止
令
等
に
対
し
、
故
意
に
違
反
し
、

そ
の
ま
ま
自
首
し
て
で
た
点
で
は
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
事
件
と
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
ヤ
ス
イ
事
件
の
場
合
に
は
、
ヤ
ス
イ
（
安
井
稔
）

は
、
弁
護
士
と
し
て
シ
カ
ゴ
の
日
本
総
領
事
館
の
た
め
に
働
い
て

い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
市
民
権
没
収
処
分
を
受
け
て
い
た
た

L
ockerty v. P

hillips - 319 U
.S

. 182 

（1943

）
参
照
。
同
判
決

中
に
、
こ
の
制
度
の
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。）。

（
2
） 
経
済
安
定
事
務
所
（O

ffi  ce of E
conom

ic S
tabilization

）
は
、

非
常
事
態
管
理
事
務
所
（O

ffi  ce for E
m
ergency M

anagem
ent

）

の
下
部
機
構
で
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
に
一
九
四
二
年
安
定
法

（S
tabilization A

ct of 1942

）
に
基
づ
き
、
第
二
次
大
戦
中
の
イ

ン
フ
レ
を
、
物
価
を
統
制
し
、
賃
金
を
増
額
す
る
こ
と
で
管
理
す

る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
は
、
そ
の
第
二
代
の
所
長

と
な
っ
た
。

（
3
） 

ベ
ル
リ
ン
封
鎖
：
一
九
四
八
年
六
月
二
四
日
か
ら
、
ソ
連
は

西
ベ
ル
リ
ン
へ
通
じ
る
鉄
道
を
運
休
し
、
運
河
を
経
由
し
た
船
舶

輸
送
も
停
止
し
、
検
問
所
に
は
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
と
い
う

方
法
で
、
物
流
を
完
全
に
停
止
さ
せ
る
と
と
も
に
、
東
ベ
ル
リ
ン

か
ら
西
ベ
ル
リ
ン
へ
の
電
力
供
給
も
停
止
し
た
。

（
4
） 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
（W

arsaw
 T

reaty O
rganization

）：

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
一
九
五
五
年
に
、
ソ
連
に
加

え
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
及
び
東
ド
イ
ツ
の
各
国
が
締

結
し
た
条
約
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
、
ソ
連
を
盟
主
と
す
る
軍
事

同
盟
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
の
冷
戦
終
結
に
伴
っ
て
始
ま
っ
た
東

欧
革
命
に
伴
い
、
一
九
九
一
年
七
月
に
解
散
し
て
い
る
。
な
お
、

同
年
一
二
月
に
は
ソ
連
が
崩
壊
し
た
。

（
5
） 

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
上
院
議
員
に
対
す
る
上
院
の
譴
責
決
議
に
関

す
る
出
典
＝U

nited S
tates S

enate, H
istorical O

ffi  ce. “T
he 

一
九
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
九
二
）

時
か
ら
そ
の
違
憲
性
を
訴
え
て
戦
っ
て
い
た
数
少
な
い
団
体
で
あ

る
。
参
照
＝
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w
.aclu.org/

aclu-history

（
13
） 

ク
リ
ン
ト
ン
が
コ
レ
マ
ツ
に
勲
章
を
授
与
す
る
に
当
た
っ
て

の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

In the long history of our country’s constant search for 
justice, som

e nam
es of ordinary citizens stand for m

illions 
of souls. P

lessy, B
row

n, P
arks ... to that distinguished 

list, today w
e add the nam

e of F
red K

orem
atsu.

（
14
） M

ontgom
ery B

us B
oycott

：
ロ
ー
ザ
の
逮
捕
を
知
っ
た
社

会
運
動
家
の
ニ
ク
ソ
ン
（E

dgar D
aniel N

ixon

）
は
、
若
き
キ

ン
グ
牧
師
（M

artin L
uther K

ing, Jr.

）
ら
に
、
バ
ス
乗
車
ボ
イ

コ
ッ
ト
運
動
の
組
織
化
を
持
ち
か
け
た
。
キ
ン
グ
牧
師
ら
が
、
バ

ス
へ
の
乗
車
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
か
け
る
と
、
多
く
の
市
民
が

こ
れ
に
応
じ
た
。
そ
の
結
果
、
市
の
バ
ス
事
業
は
財
政
破
綻
の
危

機
に
瀕
し
た
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
一
一
月
一
三
日
、
連
邦
最
高

裁
判
所
は
、
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
支
持
す
る
形
で
、
モ
ン
ゴ
メ

リ
ー
の
人
種
隔
離
政
策
に
対
し
て
違
憲
判
決
を
下
し
た

（B
row

der v. G
ayle, 142 F

. S
upp. 707 

（1956

））
の
で
、
運

動
は
一
九
五
六
年
一
二
月
二
〇
日
に
公
式
に
終
了
し
た
。

（
15
） 

連
邦
議
会
は
、
一
九
九
九
年
五
月
四
日
に
、106th C

ongress 
P
ublic L

aw
 26

と
い
う
特
別
法
を
制
定
し
て
、
ロ
ー
ザ･

パ
ー
ク

ス
に
金
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
た
が
、「
公
民
権
運
動
の
母
」
と
い
う
言

葉
は
、
こ
の
法
律
中
に
書
か
れ
て
い
る
。

め
、
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
の
よ
う
に
全
く
日
本
と
関
わ
り
が
無
か
っ
た
人

物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
一
般
日
系
米
人
に
対
す

る
差
別
的
取
り
扱
い
事
件
に
お
け
る
先
例
性
が
低
い
。

（
9
） 
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
同
志
社
大
学

「
日
系
ア
メ
リ
カ
人
事
件
│
ゴ
ー
ド
ン
・
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
氏
と
の
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
記
録
」『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』
一
四
、
一
九
七
八
年

三
月
二
五
日
刊
一
一
〇
頁
以
下
参
照
。

（
10
） P

roclam
ation 4417 - A

n A
m
erican P

rom
ise

に
基
づ
く

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
の
宣
言
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
一
九
七
六
年

二
月
一
九
日
付
け
の
記
者
用
リ
リ
ー
ス
か
ら
引
用
し
た
。

http://w
w
w
.fordlibrarym

useum
.gov/library/docum

ent/
0248/w

hpr19760219-017.pdf#w
hpr19760219-018.pdf

（
11
） 

調
査
委
員
会
の
報
告
書
「
否
定
さ
れ
た
個
人
の
正
義

（P
ersonal Justice D

enied

）」
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を

参
照
。

http://w
w
w
.nps.gov/history/history/online_books/

personal_justice_denied/

（
12
） 

米
自
由
人
権
協
会
（A

m
erican C

ivil L
iberties U

nion
＝

A
C
L
U

）
は
、
一
九
二
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
、
連
邦
憲
法
で
保
証

さ
れ
て
い
る
自
由
、
特
に
第
一
修
正
、
平
等
権
、
適
正
手
続
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
等
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
で
あ

る
。
政
府
な
ど
に
よ
り
言
論
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
個
人
や

団
体
に
弁
護
士
や
法
律
の
専
門
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て

い
る
。
第
二
次
大
戦
中
に
日
系
人
の
強
制
収
容
が
命
じ
ら
れ
た
当

一
九
二



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
九
三
）

第
二
次
大
陸
会
議
が
大
陸
軍
の
行
動
を
支
配
す
る
た
め
に
定
め
た

六
九
箇
条
か
ら
な
る
規
範
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
七
八
九
年
に
、
合

衆
国
憲
法
が
批
准
さ
れ
、
議
会
が
一
条
八
節
一
〇
項
に
よ
っ
て
軍

を
規
律
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
合
衆
国
に
対
し

て
も
有
効
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
海
軍
が
設
立
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

一
八
〇
六
年
四
月
一
〇
日
、
連
邦
議
会
は
軍
律
を
改
定
し
、
陸
海

軍
双
方
に
適
用
さ
れ
る
一
〇
一
箇
条
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
、

一
九
五
一
年
五
月
三
一
日
に
、
軍
事
司
法
統
一
法
典
（U

niform
 

C
ode of M

ilitary Justice

）
が
発
効
す
る
ま
で
有
効
で
あ
っ
た
。

現
行
の
法
典
に
つ
い
て
は
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.law

.cornell.edu/uscode/text/10/subtitle-A
/

part-II/chapter-47

（
20
） 

山
下
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
「
俘
虜
の
待
遇
に
関
す
る

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
（C

onvention relative to the T
reatm

ent of 
P
risoners of W

ar, G
eneva July 27, 1929

）」
で
あ
る
。
こ
れ

は
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
を
補
充
す
る
形
で
作
ら
れ
、
日
本
政
府
は
署

名
を
行
っ
た
が
、
軍
部
、
枢
密
院
の
反
対
に
よ
り
、
批
准
し
な

か
っ
た
。
反
対
理
由
は
、
日
本
軍
人
が
俘
虜
と
な
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
の
で
、
こ
の
条
約
は
日
本
に
片
務
的
な
義
務
の
み
を
負
わ

せ
る
も
の
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
官
房
機
密
第
一
九
八
四
号
の

三
『
俘
虜
の
待
遇
に
関
す
る
千
九
百
二
十
七
年
七
月
二
七
日
の
条

約
」
御
批
准
方
奏
請
に
関
す
る
件
回
答
』
参
照
）。
し
か
し
、
米
国

は
批
准
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
遵
守
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

（
21
） 
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（R

obert H
oughw

out Jackson

）
判
事
が
裁

参
照
＝http://w

w
w
.gpo.gov/fdsys/pkg/P

L
A
W

-106publ26/
htm

l/P
L
A
W

-106publ26.htm
（
16
） 
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
と
は
、
一
八
九
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー

グ
で
開
か
れ
た
第
一
回
万
国
平
和
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
（C

onvention respecting 
the L

aw
s and C

ustom
s of W

ar on L
and

）」
並
び
に
同
附
属

書
「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
規
則
」
の
こ
と
を
い
う
。
本
事

件
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
一
九
〇
七
年
に
開
か
れ
た
第
二

回
万
国
平
和
会
議
で
改
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
） 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
虐
殺
事
件
（S

ook C
hing m

assacre

）：

山
下
奉
文
の
指
揮
の
下
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
日
本
軍
は
、

中
国
や
イ
ギ
リ
ス
を
支
持
し
て
い
た
華
僑
ゲ
リ
ラ
及
び
抗
日
分
子

を
排
除
す
る
た
め
、
各
所
に
検
問
所
を
設
け
、
抗
日
分
子
と
認
め

ら
れ
た
者
を
処
刑
し
た
と
い
う
事
件
。

な
お
、
参
照
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
公
文
書
館
サ
イ
ト
＝http://

w
w
w
.s1942.org.sg/

（
18
） 

マ
ニ
ラ
大
虐
殺
（M

anila m
assacre

）：
一
九
四
五
年
一
月

九
日
に
、
山
下
奉
文
が
守
る
ル
ソ
ン
島
に
連
合
国
軍
が
上
陸
し
、

二
月
三
日
に
米
軍
は
マ
ニ
ラ
市
内
へ
突
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
両

軍
の
間
で
、
三
月
三
日
ま
で
激
し
い
市
街
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
そ

の
間
に
、
マ
ニ
ラ
市
内
の
約
七
〇
万
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
う
ち
、

約
一
〇
万
人
が
死
亡
し
た
。
こ
の
裁
判
で
は
、
彼
ら
は
日
本
軍
に

よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
た
。

（
19
） 

軍
律
（A

rticles of W
ar

）：
一
七
七
五
年
六
月
三
〇
日
に
、

一
九
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
九
四
）

き
、
ダ
グ
ラ
ス
判
事
が
補
足
意
見
を
書
い
た
ほ
か
は
、
全
員
一
致

（P
er curiam

）
の
判
決
と
な
っ
て
い
る
。

H
irota v. M

acA
rthur, 338 U

.S
. 197 

（1948

）

こ
の
時
、
同
時
に
土
肥
原
賢
二
陵
軍
大
将
（N

o. 240, D
ohihara 

v. M
acA

rthur

）、
木
戸
幸
一
内
大
臣
そ
の
他
（N

o. 248, K
ido et 

al. v. M
acA

rthur

）
の
二
事
件
も
判
決
が
下
さ
れ
、
同
様
に
退
け

ら
れ
た
。

（
25
） 

忠
誠
の
誓
い
の
文
言
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

I pledge allegiance to the F
lag of the U

nited S
tates of 

A
m
erica, and to the R

epublic for w
hich it stands, one 

N
ation under G

od, indivisible, w
ith liberty and justice for 

all.（
私
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
旗
と
、
そ
れ
が
象
徴
す
る
、
万
民
の

た
め
の
自
由
と
正
義
を
備
え
た
、
神
の
下
の
分
割
す
べ
か
ら
ざ
る

一
国
家
で
あ
る
共
和
国
に
、
忠
誠
を
誓
い
ま
す
）

（
26
） 

ド
ウ
ズ
事
件
の
当
時
、
ダ
グ
ラ
ス
（W

illiam
 O

. D
ouglas

）、

ク
ラ
ー
ク
（T

om
 C

. C
lark

）
及
び
ミ
ン
ト
ン
（S

herm
an 

M
inton

）
の
三
判
事
は
、
負
傷
等
の
個
人
的
理
由
か
ら
、
審
理
に

関
与
し
て
い
な
い
た
め
、
審
理
及
び
判
決
は
六
人
の
判
事
で
行
わ

れ
た
。

（
27
） 

ハ
ン
ド
（B

illings L
earned H

and

）（
一
八
七
二
年
│

一
九
六
一
年
）：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
南
部
地
区
地
方
裁
判
所
判
事
を

務
め
、
後
に
は
第
二
巡
回
区
高
等
裁
判
所
判
事
を
務
め
て
い
る
。

彼
は
、
し
か
し
、
判
事
と
し
て
以
上
に
法
哲
学
者
と
し
て
著
名
で
、

判
に
加
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
時
期
の
最
高
裁
審
理
は
、
八

人
で
行
わ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
一
九
四
五
年
五
月
二
日

に
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
よ
り
「
戦
犯
訴
追
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
代
表
」
に
任
じ
ら
れ
た
た
め
、
連
邦
最
高
裁
判
所
を
休
職
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
ナ
チ
戦
犯
法
廷
を
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
開
く

こ
と
に
し
た
の
も
、
同
裁
判
に
お
け
る
犯
罪
の
定
義
、
法
廷
の
構

成
、
訴
訟
手
続
き
、
刑
罰
な
ど
も
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
中
心
と
な
っ

て
決
定
し
て
お
り
、
裁
判
で
は
検
察
を
代
表
し
て
論
告
求
刑
を

行
っ
た
。

（
22
） 

米
軍
の
非
道
な
活
動
例
と
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の
ソ

ン
ミ
村
虐
殺
事
件
が
有
名
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
三
月
一
六
日
に
、

南
ベ
ト
ナ
ム
に
展
開
す
る
米
陸
軍
第
二
三
歩
兵
師
団
第
一
一
軽
歩

兵
旅
団
に
属
す
る
部
隊
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
・
ク
ア
ン
ガ
イ
省
ソ

ン
・
テ
ィ
ン
県
に
あ
る
ソ
ン
ミ
村
の
ミ
ラ
イ
集
落
（
人
口
五
〇
七

人
）
を
襲
撃
し
、
無
抵
抗
の
村
民
五
〇
四
人
（
男
一
四
九
人
、
妊

婦
を
含
む
女
一
八
三
人
、
乳
幼
児
を
含
む
子
ど
も
一
七
三
人
）
を

無
差
別
射
撃
な
ど
で
虐
殺
し
、
集
落
を
壊
滅
さ
せ
た
事
件
で
あ
る
。

参
照
：
シ
ー
モ
ア
・
ハ
ー
シ
ュ
著
小
田
実
訳
『
ソ
ン
ミ
―
ミ
ラ

イ
第
四
地
区
に
お
け
る
虐
殺
と
そ
の
波
紋
』
草
思
社
、
一
九
七
〇

年
刊

（
23
） 

本
間
中
将
に
関
す
る
連
邦
最
高
裁
判
所
判
決
は
次
の
も
の
で

あ
る
。

H
om

m
a v. P

atterson, 327 U
S
 759 at. 762 

（1946

）

（
24
） 

広
田
弘
毅
の
事
件
で
は
、
マ
ー
フ
ィ
判
事
が
少
数
意
見
を
書

一
九
四



戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
九
五
）

が
、
二
〇
〇
一
年
に
倒
産
し
た
。U

nited S
tates S

teel

社
は
米

国
最
大
の
鉄
鋼
会
社
で
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に

本
社
が
あ
る
。Jones &

 L
aughlin S

teel

社
は
、
全
米
第
四
位
の

鉄
鋼
会
社
で
あ
る
。E

. J. L
avino &

 C
o

社
は
、
蒸
気
機
関
車
製

造
で
名
高
い
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
日
存
在
し

て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
企
業
で
あ
っ
た
の
か
、
把
握
で
き
な

か
っ
た
。

（
32
） 

こ
の
二
重
括
弧
の
中
は
、
ト
ビ
ウ
オ
号
事
件
で
は
な
く
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
マ
カ
ラ
ッ
ク
事
件
（M

cC
ulloch v. M

aryland

）

判
決
の
一
節
で
あ
る
。
全
文
を
引
用
す
る
と
、
次
の
様
な
言
葉
で

あ
る
。「

大
事
な
こ
と
は
、
国
家
の
福
祉
が
本
質
的
に
依
存
し
て
い
る
、

そ
の
偉
大
な
権
力
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
権
力
を
与

え
た
者
の
意
図
は
、
人
間
の
慎
重
さ
が
保
証
で
き
る
限
り
、
そ

の
適
切
な
行
使
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
議
会
の

権
力
に
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
何
か
を
残
す
こ
と
無
し
に
、

最
後
ま
で
指
揮
す
る
と
い
う
狭
い
制
限
を
課
す
る
と
い
う
方
法

を
選
択
す
る
こ
と
で
は
、
な
す
事
が
出
来
な
い
。
こ
の
規
定
は

多
年
に
わ
た
る
試
練
に
耐
え
、
結
果
と
し
て
人
間
の
様
々
な
危

機
に
適
用
さ
れ
て
き
た
。」

な
お
、
こ
の
事
件
そ
の
も
の
は
、
拙
稿
「
米
国
違
憲
立
法
審
査

権
の
確
立
│
マ
ー
シ
ャ
ル
第
四
代
長
官
の
時
代
│
」
参
照
。

（
33
） 
こ
れ
は
リ
ン
カ
ー
ン
が
一
八
六
四
年
四
月
四
日
に
ホ
ッ
ジ
ズ

（A
lbert G

allatin H
odges

）
へ
宛
て
た
手
紙
の
一
節
で
あ
る
。

本
判
決
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
を
含
む
多
く
の

判
決
で
、
彼
の
著
述
は
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
28
） 
安
保
理
決
議
第
八
二
号
「
大
韓
民
国
へ
の
侵
略
に
対
す
る
非

難
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.issue.net/̃sun/sc/1950/0082.htm

l

（
29
） 

安
保
理
決
議
第
八
三
号
「
大
韓
民
国
へ
の
侵
略
に
対
す
る
非

難
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.issue.net/̃sun/sc/1950/0083.htm

l

（
30
） 

大
統
領
命
令
一
〇
三
四
〇
号
「D

irecting the S
ecretary 

of C
om

m
erce to T

ake P
ossession of and O

perate the 
P
lants and F

acilities of C
ertain S

teel C
om

panies

」
の
原

文
に
つ
い
て
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
参
照
。

http://w
w
w
.presidency.ucsb.edu/w

s/?pid

＝78454

（
31
） 

判
決
名
に
はY

oungstow
n S

heet &
 T

ube C
o.

と
い
う
企

業
の
み
名
が
出
て
い
る
が
、
実
際
に
は
政
府
の
接
収
が
予
定
さ
れ

た
企
業
七
社
が
名
を
連
ね
て
、
訴
え
を
提
起
し
て
い
る
。
筆
頭
に

出
て
い
るY

oungstow
n

社
は
オ
ハ
イ
オ
州
コ
ロ
ン
バ
ス
に
本
社

を
置
く
世
界
最
大
級
の
鉄
鋼
加
工
会
社
で
あ
る
。R

epublic S
teel 

社
は
、
全
米
第
三
位
の
鉄
鋼
会
社
で
、
オ
ハ
イ
オ
州Y

oungstow
n

に
本
社
を
置
く
。A

rm
co S

teel

は
今
日
で
はA

K
 S

teel

と
い
う

会
社
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ
はA

rm
co

を
、
Ｋ
はK

aw
asaki

を
意

味
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
川
崎
重
工
と
の
合
弁
企
業
で
あ
る
。

や
は
り
オ
ハ
イ
オ
州
に
本
社
が
あ
る
。B

ethlehem
 S

teel

社
は
全

米
第
二
位
の
鉄
鋼
会
社
で
あ
り
、
第
一
位
の
造
船
会
社
で
あ
っ
た

一
九
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
一
九
六
）

所
は
、
大
統
領
の
権
限
に
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
ニ
ー
グ

ル
を
無
罪
と
し
た
。

（
37
） 

デ
ブ
ス
事
件
（In re D

ebs, 158 U
.S

. 564 

（1895

））：
デ
ブ

ス
（E

ugene V
. D

ebs

）
は
、
米
国
鉄
道
労
働
組
合
（A

m
erican 

R
ailw

ay U
nion

）
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
一
八
九
四
年
、
プ
ル
マ
ン

争
議
（
イ
リ
ノ
イ
州
プ
ル
マ
ン
（P

ullm
an

）
の
町
で
始
ま
っ
た
争

議
が
拡
大
し
た
た
め
、
こ
の
名
が
あ
る
）
を
指
揮
し
、
全
米
の
鉄

道
網
を
麻
痺
状
態
に
陥
れ
た
。
政
府
は
連
邦
裁
判
所
に
依
頼
し
て

差
止
命
令
（injunction

）
を
発
さ
せ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
デ
ブ
ス

は
こ
れ
を
無
視
し
た
た
め
、
法
廷
侮
辱
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
な
お
、

争
議
そ
の
も
の
は
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
大
統
領
が
軍
隊
を
出
動
さ

せ
て
鎮
圧
し
た
。
問
題
は
、
そ
も
そ
も
連
邦
に
、
州
際
並
び
に
州

内
向
け
の
中
止
命
令
を
発
す
る
権
限
が
あ
る
か
で
あ
っ
た
。
連
邦

最
高
裁
判
所
は
、
大
統
領
に
固
有
の
権
限
と
し
て
、
治
安
目
的
で

差
止
命
令
を
請
求
す
る
こ
と
も
、
軍
隊
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
も
出

来
る
と
し
た
。

ホ
ッ
ジ
ズ
は
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
の
新
聞
社
主
で
、
リ
ン
カ
ー
ン

の
助
言
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

（
34
） 
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
が
そ
の
少
数
意
見
中
に
引
用
し
た
ハ
ミ
ル
ト
ン

の
言
葉
は
、『
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
（T

he F
ederalist

）』
七
〇
節
の

中
の
一
節
で
あ
る
。

（
35
） 

本
文
で
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
が
述
べ
た
事
件
は
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
税
暴

動
（W

hiskey R
ebellion

）
事
件
で
あ
る
。
建
国
後
、
連
邦
政
府

は
、
独
立
戦
争
時
の
負
債
を
諸
州
分
も
含
め
て
引
き
受
け
た
。

一
七
九
一
年
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
財
務
長
官
は
、
そ
の
償
還
の
原
資
と

し
て
、
連
邦
議
会
に
蒸
留
酒
に
課
税
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
。

連
合
規
約
の
下
で
は
、
連
邦
政
府
に
課
税
権
は
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
課
税
は
合
衆
国
憲
法
の
効
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
西
部
各
地
で
反
対
が
起
こ
り
、
武
装
蜂
起
に
至
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
一
七
九
四
年
八
月
七
日
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

等
で
民
兵
隊
を
招
集
し
、
そ
れ
を
自
ら
指
揮
し
て
暴
動
の
鎮
圧
に

向
か
っ
た
。
暴
徒
は
、
軍
の
到
着
以
前
に
解
散
し
た
。
こ
れ
は
、

独
立
後
、
連
邦
政
府
が
軍
を
動
か
し
た
最
初
の
事
件
で
も
あ
っ
た
。

（
36
） 

ニ
ー
グ
ル
事
件
（In re N

eagle, 135 U
.S

. 1 

（1890
））：
連

邦
保
安
官
（U
.S

. M
arshal

）
の
ニ
ー
グ
ル
（D

avid N
eagle

）

は
、
検
事
総
長
の
命
に
よ
り
フ
ィ
ー
ル
ド
（S

tephen J. F
ield

）

判
事
の
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
を
務
め
、
同
判
事
を
、
そ
の
判
決
へ
の
不

満
か
ら
襲
撃
し
た
テ
リ
ー
（D

avid S
. T

erry

）
を
射
殺
し
た
た
め
、

殺
人
罪
に
問
わ
れ
た
。
ボ
デ
ィ･

ガ
ー
ド
を
行
う
法
的
根
拠
が
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
問
題
と
な
っ
た
が
、
連
邦
最
高
裁
判

一
九
六


